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目次

医 … 休日外科当番医
午前10時〜午後４時

歯 … 休日歯科当番医
午前９時〜午後１時

児 … 小児救急診療
午前９時〜午後３時

休祭日救急医療センター（大曲保健センター内）

☎ 0187-62-1015　■内科・小児科　■午前 10 時〜午後４時

８月１６日
第81号

大仙市の行事予定

8月16日  〜 9月4日

2

25

27
26

21

30

20

3

17
国宝「線刻千手観音等鏡像」特別公開
　■午後２時～■水神社（中仙地域観音堂地区）
医 大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131
歯  高橋歯科医院（大曲）☎ 0187-62-5058
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

19

28

ドンパン祭り■午後２時～■ドンパン広場

角間川盆踊り■午後７時 30 分～■角間川町本通り
168 ／

19 ／

4

31
大仙市地域協議会委員研修会
　■午後１時 30 分～■仙北ふれあい文化センター
医 仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  タケダ歯科クリニック（大曲）☎ 0187-62-6480
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

24 医 仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  畠山歯科医院（大曲）☎ 0187-62-3636
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

22 花火競技大会に伴う循環バス運休 (〜23日)■午後３時～

▲

P19

29
池田氏庭園の洋館修復工事現場見学会（申込者のみ）
　■午前 10 時～■池田氏庭園正門前集合

嘉島まつり・江戸みやげ狐
こ

狸
り

狐
こ

狸
り

ばなし
　■午後６時～■中仙市民会館（S 席 6,000 円・A 席 5,000 円）

23 第 82 回全国花火競技大会
　■【昼花火の部】午後５時～【夜花火の部】午後６時 50 分～
　■雄物川河川緑地公園

▲

P3

18
太田地域行政相談■午前９時～■太田庁舎行政相談室
大曲地域行政相談■午前 10 時～■大曲庁舎市民ホール
南外地域行政相談■午前10時～■南外コミュニティセンター
協和地域行政相談■午後１時～■協和市民センター（和ピア）

今号の表紙

究極のメード・イン・大仙市は…
　今号の表紙は生後６日目の髙橋瑠香

ちゃん（仙北地域）。母親の友恵さんは「元

気でやさしい女の子に育ってほしい」

と話してくれました。

　大仙市では毎月約 50 人の新生児が誕

生しています。次代を担う子どもたち。

究極のメード・イン・大仙市は、この

子どもたちではないでしょうか。

第 82 回全国花火競技大会	 3

市役所からのお知らせ	 18-19

◎ まほろば唐松「定期能公演」

◎ 新藤木住宅分譲地がお求めやすく

◎ 大曲・西仙北地域の市営住宅入居者募集

◎ 燃やせないごみも新ごみ袋　ほか

地域情報	 36-37

広報見聞録	 22-23

広島体験発表・農業委員紹介	 24-25

お便り広場・レシピ	 26-27

特集		 4-17

メード・イン・大仙市

国民年金	 20-21

情報交差点	 38-39

健康の達人・敬老会日程	 34-35

健康通信	 32-33

農村環境向上活動の紹介	 28-31
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ものづくりが あなたの夢をかなえるかもしれない

ものをつくるしごと。

それは、何もないところから

新たなものをつくりだす、

創造的なしごと。

そして、思い描く夢を

現実のものに変える、

魅力的なしごと。

あなたが夢を持ち続ける限り、

ものづくりへの挑戦は続くだろう。

イマジネーションは広がり、

そして夢は、可能性を広げてくれる。

ものづくりを始めることで

感動は始まり、

感動が引き金となって

人が成長する。

そんな「ものづくり」を

大仙市は応援し続けます。
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メ
ー
ド
・
イ
ン
・

大
仙
市

メード・イン・
だいせんし

「ものづくり」は

「夢｣ づくり

そして

「人｣ づくり



6

C
hapter01  

ト
ッ

プ
に

聞
く

  

　
自
然
環
境
を
生
か
し
　
大
仙
か
ら
技
術
発
信

「
在ざ

い郷
」

  

に
チ
ャ
ン
ス
あ
り

株
式
会
社
セ
ー
コ
ン
（
神
岡
地
域
）

「
こ
の
環
境
が
あ
れ
ば
」

だ
か
ら
こ
そ
挑
戦

　
セ
ー
コ
ン
は
平
成
元
年
に
神
岡

地
域
八
石
に
新
工
場
を
建
設
し
、

血
液
検
査
用
容
器
な
ど
の
医
療
用

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
、
い
わ
ゆ
る

メ
デ
ィ
カ
ル
製
品
を
主
力
に
生
産

し
て
い
る
。

　
メ
デ
ィ
カ
ル
製
品
は
品
質
が
厳

し
い
割
に
は
値
段
が
安
い
。「
誰

も
や
り
た
が
ら
な
い
製
品
で
す

が
、
き
れ
い
な
空
気
、
水
と
い
う

ク
リ
ー
ン
度
の
高
い
、
こ
こ
大
仙

な
ら
ば
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
」

と
当
時
を
振
り
返
る
。

　
工
場
を
訪
れ
た
お
客
は
製
品
を

見
な
く
て
も
、
こ
こ
の
工
場
現
場

を
見
た
だ
け
で
品
質
や
会
社
に
対

す
る
信
用
を
深
め
る
と
い
う
。
そ

れ
だ
け
「
も
の
づ
く
り
」
に
お
け

る
環
境
は
、
絶
対
の
武
器
と
な
る

こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。

環
境
、
安
全
性
を
大
仙
か
ら

伝
統
産
業
に
も
新
技
術

　
メ
デ
ィ
カ
ル
製
品
を
取
り
扱
う

よ
う
に
な
り
、
環
境
の
大
切
さ
を

実
感
し
た
。
利
益
発
で
は
な
く
環

境
発
の
も
の
づ
く
り
の
ピ
ー
ア
ー

ル
を
考
え
た
と
き
、
大
仙
に
は
一

晩
に
70
万
人
以
上
の
観
衆
を
集
め

る
「
大
曲
の
花
火
」
が
あ
る
こ
と

に
着
目
し
た
。

　
ま
た
神
岡
地
域
も
花
火
の
盛
ん

な
と
こ
ろ
、
自
身
も
幼
少
の
こ
ろ

か
ら
花
火
が
大
好
き
だ
っ
た
。

　「
子
ど
も
の
こ
ろ
は
落
ち
て
き

た
花
火
の
容
器
で
あ
る
玉
皮
の
破

片
を
集
め
る
の
が
楽
し
み
で
し

た
。
し
か
し
、
破
片
は
あ
ち
こ
ち

に
落
ち
て
ご
み
に
な
り
、
観
客
に

あ
た
る
危
険
性
が
あ
り
ま
し
た
」

と
細
か
く
粉
砕
し
分
解
し
や
す
い

玉
皮
素
材
な
ら
ば
環
境
に
優
し
く

安
全
と
考
え
た
。

　
そ
ん
な
折
り
、
企
業
、
教
育
機

関
、
行
政
の
連
携
に
よ
る
「
産
学

官
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
知
り
、
迷
わ
ず
参
加
。
環

境
に
優
し
い
花
火
の
玉
皮
へ
の
挑

戦
は
、平
成
12
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　
当
時
注
目
さ
れ
て
い
た
「
生
分

解
性
樹
脂
」。
微
生
物
に
よ
り
水

と
炭
酸
ガ
ス
に
分
解
さ
れ
る
環
境

に
優
し
い
素
材
を
玉
皮
に
利
用
す

る
試
み
が
始
ま
っ
た
。

　
し
か
し
、
花
火
に
つ
い
て
は
門

外
漢
で
、
火
薬
取
り
扱
い
の
免
許

も
持
た
な
い
。
実
験
に
は
花
火
業

者
の
助
け
が
必
要
だ
っ
た
が
、
初

め
は
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
地
元
の
花
火
業
者
を
拝
み
倒
し

て
協
力
を
得
た
初
実
験
。
花
火
は

言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
く
ら
い

不
格
好
な
形
を
描
き
夜
空
に
消
え

た
。
関
係
者
は
苦
笑
い
、
成
功
は

限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
い
と
誰
も
が

思
っ
た
。

大
失
敗
が
大
成
功

真
球
の
花
火
を
目
指
す

　
当
初
は
生
分
解
性
樹
脂
だ
け
で

作
っ
て
い
た
が
、
強
度
が
強
す
ぎ

爆
発
後
の
破
片
が
大
き
く
、
花
火

が
円
形
に
開
か
な
い
と
い
う
基
本

的
な
問
題
が
判
明
。
オ
カ
ラ
や
オ

ガ
ク
ズ
、
も
み
殻
な
ど
、
手
近
に

あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
樹
脂
に
混

ぜ
、
強
度
を
下
げ
た
玉
皮
を
作
り

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
。

　
１
秒
間
に
５
０
０
コ
マ
の
瞬
間

映
像
を
撮
影
で
き
る
機
械
を
使
い

破
片
の
速
度
や
形
状
、
爆
風
圧
の

測
定
な
ど
爆
発
現
象
の
解
明
を

行
っ
た
。
よ
り
細
か
く
粉
砕
し
、

丸
く
広
が
る
花
火
が
完
成
し
た
の

は
挑
戦
か
ら
２
年
後
の
14
年
の
出

来
事
だ
っ
た
。
16
年
に
は
大
曲
の

花
火
の
競
技
玉
に
使
用
さ
れ
る
尺

玉
に
も
成
功
。
18
年
開
催
の
大
曲

の
花
火
で
は
、
第
80
回
記
念
大
会

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
な
ど
、

そ
の
信
頼
性
が
認
め
ら
れ
た
。

　
環
境
に
優
し
い
花
火
の
玉
皮

は
、
17
年
に
経
済
産
業
省
な
ど
が

主
催
す
る
第
１
回
も
の
づ
く
り
日

本
大
賞
優
秀
賞
を
受
賞
。
19
年
に

は
第
13
回
東
北
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

大
賞
、
文
部
科
学
大
臣
発
明
奨
励

賞
、、
元
気
な
モ
ノ
作
り
中
小
企

業
３
０
０
社
に
選
ば
れ
る
。

①

③④

②
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こ
こ
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
商
品
、
仕
事
が
あ
る

だ
か
ら
こ
そ 

こ
こ
で

も
の
づ
く
り
す
る
意
味
が
あ
る

代
表
取
締
役
　
今こ

ん

　
東と

久く

雄お

環
境
と
や
る
気

そ
し
て
夢
を
こ
の
手
に

　
環
境
に
優
し
い
付
加
価
値
の
高

い
商
品
は
マ
ス
コ
ミ
に
も
広
く
取

り
上
げ
ら
れ
た
。

　
大
阪
府
警
の
強
盗
犯
対
策
用
の

「
ウ
ォ
ー
タ
ー
ミ
ス
ト
チ
ャ
ー
ジ
」

の
外
皮
や
、
法
面
の
緑
化
工
事
資

材
に
応
用
さ
れ
販
売
さ
れ
て
い
る
。

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
毎
日
打
ち

上
が
る
花
火
へ
の
使
用
や
ダ
イ
ナ

マ
イ
ト
の
筒
、
建
築
資
材
へ
の
利

用
な
ど
、
環
境
問
題
に
対
す
る
関

心
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
今
回
の

技
術
が
生
か
さ
れ
た
商
品
開
発
が

広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　
昨
年
は
、
中
小
企
業
庁
委
託
事

業
で
早
稲
田
大
学
生
が
現
場
を
訪

問
し
、
撮
影
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
像
に
も
出
演
。
地
方
に
お

け
る
も
の
づ
く
り
製
造
業
の
力
強

さ
を
示
し
た
。

　「
自
然
を
破
壊
す
る
の
は
人
間
。

人
口
減
少
は
裏
を
返
す
と
ク
リ
ー

ン
度
が
高
く
な
る
と
い
え
ま
す
。

農
工
商
す
べ
て
に
お
い
て
、
こ
こ

で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
仕
事
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
い
て
も
ら
い
た

い
。
情
熱
を
も
っ
て
、
環
境
を
武

器
に
し
た
大
仙
発
の
も
の
づ
く
り

を
進
め
た
い
」
と
地
域
が
元
気
に

な
る
ヒ
ン
ト
を
教
え
て
く
れ
た
。

Company profile
■株式会社 セーコン
　医療用プラスチック製品や自動車関連部品な

ど、さまざまな精密成型品を製造する株式会社

セーコン。環境や安全をテーマにオリジナリ

ティあふれる商品を次々と発信している。

　豊かな自然環境を資源と考え、これを生かし

た製品づくりに挑戦。経済産業省などが主催す

る第１回ものづくり日本大賞優秀賞などを受賞。

秋田工場／

 北楢岡 141-2 ☎ 0187-74-4588

メディカル工場／

 神宮寺字八石高野 90-1 ☎ 0187-72-2830

①ここが工場ということを忘れるほど、自

然が豊かな敷地内②花火の玉皮研究成果

③「ウォーターミストチャージ」は警察庁

長官賞を受賞④大曲の花火の 80 回記念大

会のオープニングを見事に飾った⑤広々

としたスペースを使用しクリーン度を高め

る⑥環境をテーマにしたものづくり

⑤⑥
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写真上の製品は脂肪率や筋肉量表示
する体組成計で、右側の厚さはわず
か 15 ミリの世界最薄の製品。

Company Profile

■株式会社タニタ秋田
　健康を「はかり」、健康を科学

し、大仙市から世界へ常に情報

発信。一貫したものづくりを行

い、確かな品質には絶対の自信

と誇りを持つ。最先端技術と品

質でお客様の要望に応える。

住所／堀見内字下田茂木添 28-1
☎ 0187-66-2122

  

「
は
か
る
」
に
こ
だ
わ
る

　
体
重
計
や
体
脂
肪
計
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
「
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
」。

し
か
し
、
体
重
計
を
辞
書
で
引
く

と
「s

ス

ケ

ー

ル

cales

」
と
書
い
て
あ
る
。

　
実
は
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
は
タ
ニ

タ
の
造
語
、
和
製
英
語
と
い
う
こ

と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
タ
ニ
タ

は
「
は
か
る
」
を
通
し
て
世
界
の

人
々
の
健
康
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
る
。

　
タ
ニ
タ
の
世
界
初
製
品
は
、
私

た
ち
の
生
活
の
中
に
た
く
さ
ん
あ

り
、
生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
て

い
る
。
現
在
で
は
尿
に
含
ま
れ
る

糖
を
測
定
し
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
に
効
果
を
発
揮
す
る
「
携
帯
で

き
る
尿
糖
計
」
を
世
界
初
と
し
て

売
り
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
私
た

ち
の
健
康
指
向
へ
の
意
識
を
高
め

た
体
脂
肪
計
は
、
現
在
、
体
重
・

体
脂
肪
率
の
み
だ
け
で
は
な
く
筋

肉
、
骨
、
体
水
分
、
基
礎
代
謝
な

ど
多
彩
な
測
定
結
果
を
表
示
す
る

体
組
成
計
に
進
化
し
、
健
康
状
態

を
簡
単
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
。

  

ジ
ャ
パ
ン
＝
大
仙
市

　
タ
ニ
タ
の
国
内
で
の
市
場
占
有

率
は
約
50
％
。
営
業
所
は
国
内
主

要
都
市
を
は
じ
め
、
世
界
各
国
に

あ
る
が
、
工
場
は
中
国
１
カ
所
と

仙
北
地
域
に
あ
る
タ
ニ
タ
秋
田
の

み
。
高
品
質
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
用
の
全
機
器
は
大
仙
市
か
ら

全
世
界
へ
向
け
て
出
荷
。メ
ー
ド
・

イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
書
か
れ
た
タ

ニ
タ
製
品
は
、
実
は
メ
ー
ド
・
イ

ン
・
大
仙
市
な
の
だ
。

　
タ
ニ
タ
秋
田
は
県
と
旧
仙
北
町

の
誘
致
企
業
と
し
て
昭
和
48
年
に

秋
田
工
場
と
し
て
誕
生
。
工
場
を

増
設
し
、
平
成
５
年
に
は
タ
ニ
タ

か
ら
独
立
し
現
在
の
形
に
な
っ

た
。
昨
年
度
実
績
で
、
従
業
員

２
７
１
人
、
計
量
器
１
８
１
万
台

を
生
産
、
年
商
46
億
３
千
万
円
を

上
げ
て
い
る
。

  

品
質
へ
の
絶
対
な
る
自
信

　
品
質
保
証
の
国
際
標
準
規
格
Ｉ

Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
認
定
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
の
医
用
機
器
販
売
に
必
要

な
Ｍ
Ｄ
Ｄ
、
計
量
法
に
基
づ
く
指

定
製
造
事
業
者
指
定
、
薬
事
法
に

基
づ
く
医
療
用
具
製
造
業
許
可
な

ど
の
資
格
を
持
ち
、
高
品
質
は
折

り
紙
付
き
。

　「
設
計
か
ら
部
品
加
工
、
組
み

立
て
、
最
終
検
査
ま
で
工
場
内
で

一
貫
し
た
も
の
づ
く
り
を
行
い
、

確
か
な
品
質
を
提
供
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
た
の
は
、
３

年
前
に
８
代
目
工
場
長
に
就
任
し

た
草
彅
和
彦
さ
ん
。

　「
品
質
に
関
し
て
は
絶
対
の
自

信
と
誇
り
を
も
っ
て
い
ま
す
。
従

業
員
は
自
分
た
ち
の
仕
事
が
商
品

と
な
っ
て
店
頭
に
並
ぶ
の
で
、
や

り
が
い
を
感
じ
て
仕
事
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
」
と
い
う
。
ま
た
、

も
の
づ
く
り
を
目
指
す
若
い
人
に

対
し
「
感
性
を
磨
き
、
発
想
力
を

も
っ
て
も
ら
い
た
い
。
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
を
商
品
化
す
る
た
め
に

は
、
こ
う
い
う
商
品
が
ほ
し
い
と

い
う
気
持
ち
が
大
切
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
く
れ
た
。

　
最
先
端
の
技
術
と
品
質
で
お
客

様
の
要
望
に
応
え
続
け
る
同
社
。

通
信
機
能
が
搭
載
さ
れ
た
体
組
成

計
を
は
じ
め
と
す
る
計
測
機
器

と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

を
融
合
さ
せ
た
新
し
い
健
康
管
理

シ
ス
テ
ム
の
提
供
を
開
始
す
る
な

ど
、
時
代
に
あ
わ
せ
健
康
を
「
は

か
り
」、
健
康
を
科
学
し
続
け
る
。

品
質
に
裏
打
ち

最
新
技
術
で
健
康
を
「
は
か
る
」

			




株
式
会
社 

タ
ニ
タ
秋
田

工
場
長 

／ 

草 

彅 

和 

彦 

さ
ん

C
hapter02  

こ
だ

わ
り

の
質

と
技
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今年の元気なモノづくり
企業 300 社に選ばれる。

Company Profile
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県
産
レ
ン
ズ
が
宇
宙
へ

　
平
成
18
年
に
打
ち
上
げ
成
功
し

た
太
陽
観
測
衛
星
「
ひ
の
で
」。

日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
共

同
に
よ
る
宇
宙
環
境
を
解
き
明
か

す
衛
星
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
望
遠

鏡
の
レ
ン
ズ
は
、
三
共
光
学
工
業

の
太
田
工
場
で
作
ら
れ
た
。

　
同
社
は
、
昭
和
42
年
に
県
が
誘

致
し
美
郷
町
で
操
業
開
始
。
太
田

以
外
に
仙
北
地
域
、
美
郷
町
、
横

手
市
に
計
４
つ
の
工
場
を
持
ち
、

映
像
、
産
業
、
医
療
用
な
ど
の
高

品
質
レ
ン
ズ
を
作
っ
て
い
る
。

　
観
測
衛
星
に
搭
載
さ
れ
る
よ
う

な
高
性
能
望
遠
鏡
に
は
、
よ
り
精

度
の
高
い
レ
ン
ズ
が
要
求
さ
れ
、

色
づ
き
や
像
の
ゆ
が
み
な
ど
を
補

正
し
、
解
像
度
の
限
界
に
迫
る
補

正
レ
ン
ズ
が
必
要
だ
っ
た
。

　「
注
文
を
い
た
だ
い
た
の
は
平

成
16
年
３
月
の
こ
と
、
技
術
的
に

か
な
り
厳
し
い
も
の
で
し
た
が
、

そ
の
年
７
月
に
完
成
し
納
品
。
そ

の
時
点
で
は
何
に
使
う
の
か
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
話
す
の
は

常
務
取
締
役
の
池
田
貞
雄
さ
ん
。

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ゆ
え
詳
細
に

つ
い
て
は
一
切
伝
え
ら
れ
ず
、
昨

年
５
月
に
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機

構
か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
、
初

め
て
自
分
た
ち
の
製
品
が
太
陽
を

観
測
す
る
目
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
っ
た
。
世
界
的
に
技

術
力
を
認
め
ら
れ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

  

付
加
価
値
に
活
路

　
平
成
10
年
ご
ろ
ま
で
は
大
量
生

産
を
主
力
に
し
て
き
た
。
コ
ス
ト

削
減
の
た
め
に
大
手
メ
ー
カ
ー
か

ら
海
外
へ
の
展
開
を
要
請
さ
れ
た

が
、
県
内
に
と
ど
ま
り
付
加
価
値

の
高
い
レ
ン
ズ
生
産
を
選
ん
だ
。

〝「
大
き
い
・
小
さ
い
・
面
倒
臭
い
」

を
迅
速
に
！
〟
を
掲
げ
る
萩
原
達

俊
代
表
取
締
役
社
長
の
大
き
な
決

断
だ
っ
た
。

　「
緑
多
き
秋
田
で
地
域
と
と
も

に
生
き
て
い
く
決
断
。
勤
勉
な
秋

田
県
人
の
気
質
が
あ
れ
ば
、
高
品

質
レ
ン
ズ
が
作
れ
る
と
思
い
ま
し

た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

  

超
評
価
装
置
を
導
入

　
そ
こ
で
導
入
し
た
の
が
精
密
測

定
器
。
品
質
や
環
境
に
対
す
る
国

際
認
証
も
取
得
し
つ
つ
、
経
験
と

勘
に
頼
る
と
い
わ
れ
る「
職
人
技
」

を
測
定
器
で
評
価
し
、
極
限
精
度

へ
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。
１
億
分

の
１
ミ
リ
の
精
度
を
誇
る
測
定
器

の
導
入
は
13
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

　「
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
セ
ン

サ
ー
が
進
化
す
る
ほ
ど
シ
ビ
ア
な

精
度
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
職
人
技

を
精
密
に
評
価
で
き
た
こ
と
で
、

製
品
の
精
度
が
高
く
な
り
ま
し
た
。

結
果
、
信
頼
度
が
ア
ッ
プ
。
よ
り

付
加
価
値
の
高
い
仕
事
を
受
注
す

る
よ
う
に
な
り
、
大
手
メ
ー
カ
ー
か

ら
の
仕
事
が
増
え
ま
し
た
。
職
人

技
が
ハ
イ
テ
ク
を
生
み
、
ハ
イ
テ
ク

が
職
人
技
を
育
て
、
よ
り
高
度
な

技
術
へ
と
進
歩
し
て
い
き
ま
し
た
」

と
成
功
の
秘
密
を
話
し
て
く
れ
た
。

　
世
界
レ
ベ
ル
の
技
術
取
得
と
同

時
に
、
若
手
社
員
の
気
構
え
に
も

変
化
が
見
ら
れ
た
。
敬
遠
し
が
ち

な
職
人
的
部
署
に
就
き
た
い
と
い

う
若
者
が
増
え
、目
標
の
達
成
感
、

仲
間
同
士
で
の
切
磋
琢
磨
な
ど
、

若
い
人
の
目
は
輝
き
を
増
し
た
。

　
光
が
束
に
な
り
、
鮮
明
な
像
を

結
ぶ
レ
ン
ズ
。「
若
い
人
に
は
限

界
を
設
定
せ
ず
、
誇
り
を
持
っ
て

自
分
自
身
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ

し
い
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

レンズづくり　60 年の匠

付加価値の高い、職人集団
三共光学工業 株式会社

常務取締役 ／ 池 田 貞 雄 さん

国内屈指の検査機器（写真上）を導
入し、直径 0.7 〜 1,200 ミリまでの
各種レンズを作る。

■三共光学工業株式会社
　光学機器用レンズを作り続け、

映像用・産業用から宇宙開発分

野まで多岐にわたる。評価装置

を導入することで、極限の精度

を実現。付加価値の高いレンズ

を作る。

太田工場住所／

太田町三本扇字一本木 18-1
☎ 0187-88-1001
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　　　「ものづくり」が「人づくり」を促し成長させる
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こ
こ

か
ら

踏
み

出
そ

う
「

夢
」

へ
の

ス
テ

ッ
プ

ものづくり産業育成修学資金制度

　大曲技術専門校で職業訓練を受け、将来大仙市においてものづくり

産業に従事することを目指している方のうち、経済的理由で職業訓練を受

けることが困難な方に対し修学資金を貸与します。

ご存知！！

①応募資格／
住所や修了後の就職先、所得
などの要件がありますので詳し
くはお問い合わせください。

②貸与金額／
月額１万円（無利息）

③返還期間／
専門校修了の翌月から４年以内

④返還方法／
半年賦または年賦の均等償還

※入校された時に再度ご案内します。

【問い合わせ】
商業労政課☎ 0187-63-1111

　（内線 252）

達
成
感
は
何
に
も
代
え
難
い
／
宮 

原 

貴 

仁 

さ
ん
︵
西
仙
北
地
域
刈
和
野
・
20
歳
︶

　小さなころからものづく

りが好きでした。小学校時

代は工作やプラモデル、中

学校ではいすや電子回路を

組み立てた時計など技術の

教科が好きでした。普通科

を卒業し、専門校に進学し

たのも、ものづくりへの思

いが決め手となりました。

　覚えることがたくさんあ

りますが、仲間と楽しく学ん

でいます。製品が完成した

ときの喜びや達成感は、何

事にも代え難いものがあり

ます。社会に出ても、技術

向上に努めたいと思います。

機 械 シ ス テ ム 科
　
大
曲
技
術
専
門
校
は
平
成
17
年
４
月
に
開

校
し
、
資
格
取
得
や
専
門
的
な
技
術
・
技
能

を
身
に
付
け
た
技
能
者
を
育
て
て
い
ま
す
。

　
高
校
卒
業
者
を
対
象
と
し
た
２
年
制
で
、

機
械
工
学
・
機
械
加
工
を
学
ぶ
「
機
械
シ
ス

テ
ム
科
」、
電
気
設
備
の
「
電
気
シ
ス
テ
ム

科
」、
在
来
木
造
建
築
の
「
建
築
施
工
科
」、

各
種
塗
装
の
「
色
彩
デ
ザ
イ
ン
科
」
の
４
つ

の
コ
ー
ス
が
あ
り
企
業
に
求
め
ら
れ
る
人
材

を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　
１
期
、
２
期
の
修
了
生
の
就
職
率
は

１
０
０
％
を
誇
り
、
就
職
し
た
企
業
の
中
で

は
中
核
的
な
人
材
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

な
ど
、
企
業
に
必
要
と
さ
れ
る
人
材
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
専
門
校
で
は
企
業
の
方
々
を
対
象

と
し
た
「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
随

時
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め

就
職
し
て
か
ら
の
技
術
向
上
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。
募
集
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の

都
度
広
報
だ
い
せ
ん
で
案
内
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

秋田県立大曲技術専門校
技能技術を学び  ものづくりのプロフェッショナルを育てる

〒 014-0052
大仙市大曲川原町 2-30（旧大曲市営球場跡地）

☎ 0187-62-2457
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平
成
18
年
か
ら
２
代
目
を
務
め

る
遠
藤
校
長
は
、「
も
の
づ
く
り
」

が
大
好
き
と
話
す
。
自
身
、
技
術

者
と
し
て
民
間
企
業
、
専
門
校
指

導
員
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　「
初
め
て
〝
も
の
づ
く
り
〟
に

挑
戦
し
て
も
ほ
と
ん
ど
の
人
が
上

手
に
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
先
輩
の
指
導
を
受

け
何
度
か
挑
戦
し
て
い
る
と
、
少

し
上
手
に
で
き
た
の
で
は
と
い
う

自
覚
や
自
信
、
さ
ら
な
る
意
欲
へ

と
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
知

恵
を
生
み
技
術
レ
ベ
ル
を
上
げ
る

だ
け
で
な
く
、
挑
戦
意
欲
や
人
の

話
を
聞
こ
う
と
す
る
な
ど
人
格
形

成
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
」

と
、
も
の
づ
く
り
が
人
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
と
説
明
す
る
。

　「
基
礎
を
し
っ
か
り
勉
強
す
る

こ
と
で
原
理
・
原
則
を
理
解
し
、

理
論
や
技
能
・
技
術
を
習
得
で
き

ま
す
。
仲
間
と
会
話
す
る
力
を
つ

け
る
こ
と
で
仲
間
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
が
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
大
量
に
製
作
す
る
た
め
に
は

仲
間
の
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
」

と
経
験
を
ふ
ま
え
て
話
す
。

　
ま
た
、
も
の
づ
く
り
に
お
い
て

地
域
社
会
の
応
援
も
重
要
だ
。

　「
産
学
官
に
よ
る
技
術
革
新
や

地
域
住
民
の
も
の
づ
く
り
に
対
す

る
認
識
や
気
運
を
高
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
目
的
を
持
っ
て
入

学
し
て
く
る
子
ど
も
た
ち
が
身
に

付
け
た
技
術
を
生
か
せ
る
社
会
、

地
域
社
会
が
元
気
に
な
る
た
め
に

も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
」
と
地
域

社
会
に
お
け
る
、
も
の
づ
く
り
の

素
地
づ
く
り
も
大
切
と
話
す
。

　
開
校
か
ら
４
年
目
を
迎
え
る
専

門
校
。
４
つ
の
コ
ー
ス
で
基
礎
的

な
部
分
か
ら
専
門
分
野
ま
で
、
充

実
し
た
設
備
の
中
で
体
系
的
に
学

ん
で
い
る
。
理
論
と
実
技
を
結
び

つ
け
た
「
実
学
一
体
」
と
い
う
独

自
の
考
え
方
で
、
２
年
間
で
実
践

的
技
術
者
を
育
て
て
い
る
。

　「
専
門
校
は
明
確
な
目
的
意
識

の
中
、
そ
の
分
野
に
つ
い
て
専
門

的
に
学
べ
る
環
境
で
す
。
も
の
づ

く
り
の
喜
び
や
大
切
さ
な
ど
を
ひ

と
り
で
も
多
く
伝
え
、
求
め
ら
れ

る
人
材
を
育
て
て
い
き
た
い
」
と

確
か
な
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

大曲技術専門校

遠 藤 昭 司 校長

　　　「ものづくり」が「人づくり」を促し成長させる
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資
格
は
自
分
の
武
器
に
な
る
／
大 

友 

ま
い
子 

さ
ん
︵
大
曲
地
域
内
小
友
・
19
歳
︶

　専門校進学の決め手は資

格取得。入学してから危険

物取扱者乙種第４類、色彩

検定３級を取得しました。

今後はアーク溶接、ガス溶

接、高所作業車、技能士捕

といった資格に挑戦したい

と思っています。

　現在は、自動車板金塗装に

興味を持っており、パテ付け

や研磨作業などの実技の勉強

を頑張っています。

　これからも、もっと自分

のレベルを上げて、早く一

人前になれるよう努力して

いきます。

色 彩 デ ザ イ ン 科

プ
ロ
意
識
、
一
流
を
目
指
す
／
武 

藤 

哲 

也 

さ
ん
︵
大
曲
地
域
大
曲
浜
町
・
19
歳
︶

　子どものころから汗を流

しながら工事する姿にあこ

がれていました。その仕事

が電気工事と知り工業高校

に進学。電気に関して学び

ましたが、物足りなさを感

じていました。

　専門校では資格や知識、

経験など技術を磨くことが

可能です。自信につながり、

どっぷりと電気漬けになる

環境が整っています。

　自分が誇れるものは電気

に関すること。胸を張って

言える、一流の電気工事士

を目指します。

電 気 シ ス テ ム 科

自
分
が
納
得
、
お
客
も
満
足
／
渡 

部 

敦 

史 

さ
ん
︵
中
仙
地
域
豊
岡
・
19
歳
︶

　農業高校在学中に林産加

工の授業で、木材を使って

のものづくりの楽しさ、お

もしろさを知り、専門校に

入学しました。

　３人１組ではじめて作っ

たあずまや。納品したとき

のお客様の笑顔が励みや頑

張ろうという気持ちにつな

がりました。現在は２階建

ての倉庫を製作中です。

　立派な大工を目指し、将

来は寺社建築に携わってみ

たい。自分が納得し、お客

様も満足できる仕事をして

みたいと思います。

建 築 施 工 科
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ユ
ー
ザ
ー
の
立
場
で
製
品
づ
く
り

ナ
ガ
イ
白
衣
工
業
株
式
会
社

　
日
本
が
誇
る
精
密
機
械
の
心
臓
部
「
ば

ね
」。
昭
和
16
年
創
業
の
小
松
ば
ね
工
業
は
、

平
成
元
年
に
誘
致
企
業
と
し
て
太
田
工
場
を

開
設
。国
内
３
カ
所
と
海
外
に
工
場
を
持
ち
、

国
内
工
場
だ
け
で
も
毎
月
１
億
２
千
万
個
以

上
を
生
産
し
て
い
る
。

　
も
と
も
と
カ
メ
ラ
シ
ャ
ッ
タ
ー
用
の
精
密
ば

ね
の
専
門
工
場
と
し
て
技
術
力
を
ア
ッ
プ
。
現

在
で
は
す
べ
て
受
注
生
産
で
カ
メ
ラ
、
時
計
、

電
子
機
器
、
通
信
機
器
、
自
動
車
用
な
ど
超

精
密
ば
ね
を
生
産
し
て
い
る
。

　
０
・
１
㍉
で
細
い
と
い
わ
れ
る
、
こ
の
業

界
に
お
い
て
、
日
本
人
の
髪
の
毛
の
半
分
以

下
の
30
ミ
ク
ロ
ン
の
ば
ね
も
製

造
で
き
る
技
術
力
は
国
内
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
を
誇
る
。

　
要
望
に
応
え
る
技
術
と
確
か

な
品
質
の
製
品
は
、
私
た
ち
の

生
活
を
豊
か
に
、
そ
し
て
便
利

に
す
る
。

精
密
機
器
の
ミ
ク
ロ
サ
イ
エ
ン
ス

小
松
ば
ね
工
業
株
式
会
社

住所・電話 ／
	 太田町斉内字北開 182-4
	 ☎ 0187-88-2101
製造品目 ／
	 あらゆる分野で使用される精密
線ばね

線にしか見えない製
品も、拡大するとば
ねの形状をしていた。

世
界
へ
発
信   

大
仙
の
技
術
力

　
エ
ス
ア
イ
ア
イ
・
マ
イ
ク
ロ
テ
ク
ノ
は
、

Ｓ
Ｉ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
の
高
性
能
・
高
品
質
な
電

子
部
品
製
造
拠
点
と
し
て
昭
和
61
年
に
大
曲

地
域
で
製
造
開
始
。
現
在
は
携
帯
電
話
な
ど

の
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
や
超
小
型
・
薄
型
の

IC
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
高
密
度
の
技
術
を
生
か
し

た
基
板
実
装
を
行
っ
て
い
る
。

　
も
と
も
と
時
計
部
品
を
取
り
扱
っ
て
い
た
だ

け
に
精
密
細
密
な
加
工
技
術
、
小
型
、
省
電
力

と
い
っ
た
最
先
端
技
術
を
持
っ
て
い
る
。
０
・
４

㍉
×
０
・
２
㍉
の
世
界
最
小
チ
ッ
プ
を

基
板
に
乗
せ
て
は
ん
だ
付
け
す
る
技

術
な
ど
、
匠
の
技
を
極
め
た
も
の
づ
く

り
に
は
信
頼
性
が
高
く
定
評
が
あ
る
。

　
直
接
目
に
触
れ
る
機
会
の
少
な
い

部
品
だ
が
、
各
種
家
電
製
品
・
携
帯

機
器
、
ゲ
ー
ム
機
、
自
動
車
に
も
搭

載
さ
れ
て
お
り
、
私
た
ち
の
生
活
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
機
器
の
頭
脳
を

作
っ
て
い
る
。

匠
を
極
め
た
も
の
づ
く
り

エ
ス
ア
イ
ア
イ
・
マ
イ
ク
ロ
テ
ク
ノ
株
式
会
社

住所・電話 ／
	 大曲西根字鳥居 58-2
	 ☎ 0187-68-3131
製造品目 ／
	 液晶ディスプレー、ＩＣ
パッケージ、基板実装

最新のラインで精密・細密
に実装された部品は、通信
機器等に使用される。

多
種
多
様
の
ば
ね
は
精
密
機
械
の
心
臓
部
。

医
療
、
介
護
の
現
場
を
知
り
尽
く
し
た
白
衣
。

匠
の
技
術
が
詰
ま
っ
た
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
と
IC
パ
ッ
ケ
ー
ジ
。

住所・電話 ／
	 神宮寺字内大坪 67
	 ☎ 0187-87-1155
製造品目 ／
	 医療用、介護用白衣

神岡工場の全自動装置です
べてカッティングされ、そ
れぞれの工場で製品になる。

　
医
療
用
白
衣
の
国
内
シ
ェ
ア
約
60
％
を
誇

る
ナ
ガ
イ
白
衣
工
業
。
昭
和
44
年
に
県
の
誘

致
企
業
と
し
て
南
外
に
工
場
を
設
立
。
製
造

部
門
を
拡
充
し
医
療
用
白
衣
に
特
化
を
図
る
。

現
在
は
神
岡
を
中
心
に
、
自
社
５
と
協
力
12

工
場
で
、
日
産
約
１
万
着
、
年
間
約
２
６
０
万

着
を
製
造
。
生
産
か
ら
販
売
ま
で
一
貫
し
た
シ

ス
テ
ム
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
・
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を

保
持
す
る
。

　
素
材
メ
ー
カ
ー
と
の
共
同
に
よ
る
独
自
の

新
素
材
開
発
、
新
技
術
、
新
機
能

を
追
求
し
、
多
岐
に
わ
た
る
機
能

性
を
持
っ
た
白
衣
、
洗
濯
後
の
仕

上
が
り
の
良
さ
な
ど
は
、
現
場
や

お
客
の
要
望
を
知
り
尽
く
し
て
い

る
ゆ
え
に
、
な
せ
る
技
で
あ
る
。

　
医
療
、
介
護
現
場
は
も
ち
ろ
ん
、

病
院
患
者
や
介
護
施
設
利
用
者
に

ま
で
喜
ば
れ
る
製
品
を
作
り
、
時

代
の
第
一
線
を
行
く
。
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産
学
官
の
研
究
開
発
に
積
極
的
に
挑
戦

エ
ー
ピ
ー
ア
イ
株
式
会
社

　
ハ
イ
テ
ク
な
も
の
づ
く
り
を
支
え
る
め
っ

き
技
術
。
と
り
わ
け
東
電
化
工
業
の
得
意
と

す
る
、
電
気
や
熱
的
特
性
な
ど
を
持
た
せ
る

機
能
め
っ
き
は
現
在
の
電
子
産
業
の
鍵
だ
。

　
同
社
は
昭
和
57
年
に
同
業
４
社
で
東
北
東

協
業
組
合
を
設
立
。
県
内
唯
一
の
電
子
部
品

表
面
処
理
業
者
と
し
て
操
業
開
始
、
産
業
機

械
か
ら
IT
製
品
ま
で
幅
広
い
分
野
を
手
が
け

る
。
め
っ
き
と
は
一
般
的
に
金
属
の
表
面
処

理
方
法
だ
が
、
木
材
や
シ
リ
コ
ン
、
光
フ
ァ

イ
バ
ー
な
ど
非
金
属
で
も
加
工

で
き
る
技
術
プ
ロ
セ
ス
を
開
発
。

　
常
に
次
世
代
の
需
要
を
探
り

「
当
社
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
」

仕
事
を
目
指
し
、
信
頼
と
独
自

技
術
を
基
礎
に
技
術
開
発
や
新

規
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

品
質
を
保
ち
な
が
ら
技
術
革
新

す
る
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
で
、

人
材
育
成
に
も
力
を
注
ぐ
。

住所・電話 ／
	 協和船岡字善知鳥 14-1
	 ☎ 018-892-3411
加工内容／
	 プリント基板、黒化処
理など各種めっき

次世代の需要を満たすため
には技術開発と、そのため
の人材育成が必要だ。

革
新
の
技
術
力
で
時
代
の
要
求
に
応
え
る
。

不
純
物
の
な
い
優
良
な
各
種
麹
菌
、
そ
の
種
類
の
多
さ
に
驚
く
。

「
わ
た
り
ジ
ョ
ー
ズ
君
」
は
、
車
道
横
断
の
疑
似
体
験
が
可
能
。

C
hapter04 

 
挑

戦
し

続
け

る
企

業

『
め
っ
き
の
デ
パ
ー
ト
』
と
し
て
次
世
代
を
行
く

東
電
化
工
業
株
式
会
社

　
ク
ラ
ス
１
０
０
０
と
い
う
清
浄
度
と
広
さ

１
０
０
坪
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
を
持
つ
エ
ー

ピ
ー
ア
イ
は
、
昭
和
58
年
に
県
と
旧
協
和
町

の
誘
致
で
誕
生
。
こ
れ
ま
で
の
も
の
づ
く
り

に
対
す
る
数
々
の
経
験
と
情
熱
で
産
学
官
の

研
究
開
発
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

　
平
成
17
年
に
は
交
通
事
故
防
止
の
歩
行
者

用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
「
わ
た
り
ジ
ョ
ー
ズ
君
」

を
秋
田
大
学
と
共
同
で
開
発
し
た
。
本
製
品

は
昼
・
夕
方
・
夜
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件

下
で
車
道
横
断
を
擬
似
体
験
す

る
こ
と
が
可
能
。
特
許
出
願
中

の
磁
場
を
利
用
し
た
装
置
で
身

体
運
動
を
測
定
し
、
安
全
確
認

と
危
険
予
測
に
必
要
な
能
力
を

養
え
る
。

　
歩
行
中
の
高
齢
者
の
交
通
事

故
を
少
し
で
も
減
ら
し
た
い
と

い
う
、
会
社
の
願
い
が
製
品
を
生

み
、社
会
貢
献
を
果
た
し
て
い
る
。

住所・電話／
	 協和船岡森ノ越 12-2
	 ☎ 018-892-2215
製造品目／
	 電子デバイス部品製造・
サービス

清浄度の高いクラス 1000 と 100
坪の広さのクリーンルームでの
作業風景。

『
技
術
が
資
本
』
を
合
い
言
葉
に

株
式
会
社
秋
田
今
野
商
店

住所・電話／
	 刈和野 248
	 ☎ 0187-75-1250
製造品目／
	 醸造食品用種麹、農業
用微生物資材種菌など

伝統の技と最新技術の融合で、
醸造用のみならず総合的な微生
物開発を行っている。

　
明
治
43
年
に
京
都
で
醸
造
材
料
商
を
始
め
た

秋
田
今
野
商
店
は
、
昭
和
22
年
に
西
仙
北
地
域

刈
和
野
に
工
場
を
新
設
。
全
国
有
数
の
種
麹
菌

製
造
会
社
だ
。

　
食
生
活
の
基
盤
と
な
る
清
酒
、
み
そ
、
し
ょ

う
ゆ
な
ど
の
製
造
に
不
可
欠
な
各
種
麹
菌
（
種

麹
）
の
開
発
と
製
造
を
行
い
、
全
国
の
醸
造

元
は
も
ち
ろ
ん
、
海
外
へ
も
販
売
し
て
い
る
。

東
日
本
で
製
造
さ
れ
る
清
酒
の
約
70
％
、
全

国
の
イ
モ
焼
酎
の
約
40
％
は
秋
田
今
野
商
店

の
種
麹
が
使
用
さ
れ
て
い
る
な
ど
、

不
純
物
の
な
い
優
良
な
麹
菌
を
醸

造
産
業
界
に
供
給
し
て
い
る
。

　
近
年
は
醸
造
用
の
み
な
ら
ず
、
先

達
が
連
綿
と
引
き
継
い
で
き
た
も
の

に
最
新
技
術
を
加
え
研
究
用
試
薬
、

健
康
食
品
素
材
、
微
生
物
農
薬
原
体

な
ど
の
製
造
、
研
究
開
発
を
進
め
、

総
合
的
な
微
生
物
開
発
を
行
う
企
業

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
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対象期間
② 〜 ⑥

対象期間
④ 〜 ⑧

　市内に工場等を新設、増設または空き工場

の利用に伴う新規雇用に対して助成します。

◆ 助成対象／

	 次の①〜④すべてに該当する会社等

①平成 17 年３月 22 日以降に市工業等振興条例

または市空き工場等再利用助成金交付要綱の

指定を受け、操業開始をしている事業所

② 会社法に規定する会社または個人事業者

③ 市内に事業所を有すること

④ 健康保険法に規定する適用事業所

◆ 被雇用者要件／

	 次の①〜⑧すべてに該当する新規雇用者

 ①雇用日の年齢が満 45 歳未満

② 雇用日から継続して１年以上大仙市に居住

③ 雇用日から継続して１年以上その会社等に勤務

④ 常用雇用者

⑤ 期間の定めのない雇用者。ただし短時間労働

者（パートタイム労働者等）および派遣社員を除く

⑥ 雇用保険、健康保険、厚生年金の適用者

⑦ 平成 19 年４月１日以降の新規雇用者

⑧ 市工業等振興条例に規定する雇用人数の要件

を満たすための１人目の雇用日から指定日の

前日までの雇用者もしくは指定日から３年以

内の雇用者、または市空き工場等再利用助成

金交付要綱に規定する雇用人数の要件を満た

すための１人目の雇用日から操業開始日の前

日までの雇用者もしくは操業開始日から３年

以内の雇用者

◆ 助成金額／

 45 歳未満の新規雇用者１人当たり 15 万円

 （ただし新卒者の場合は１人当たり 30 万円）

◆ 申請期間／

 新規雇用日から１年経過後、２カ月以内

雇用奨励助成金制度

　【問い合わせ・申し込み】

商業労政課　☎ 0187-63-1111 内線 252 まで

C
hapter05  

大
仙

市
は

応
援

し
ま

す

◆新規雇用者の対象期間／

【工業等振興条例適用事業所の場合】

	 ①計画書提出
		     ↓
	 ②一人目の雇用の日
		     ↓
	 ③操業開始の日
		     ↓
	 ④指定申請
		     ↓
	 ⑤指定の日
		     ↓
	 ⑥指定の日から３年

※②〜⑥の期間の被雇用者要件

 勤務期間が１年を超える場合であっても、⑤

の時点で在職していること

※助成金の申請時期

 指定の日以降となります。以後、新規雇用者

の勤務が１年経過毎に順次申請となります。

【空き工場等再利用助成金適用事業所の場合】

	 ①物件購入
		     ↓
	 ②指定申請
		     ↓
	 ③指定の日
		     ↓
	 ④一人目の雇用の日
		     ↓
	 ⑤操業開始の日
		     ↓
	 ⑥交付申請
		     ↓
	 ⑦空き工場助成金交付
		     ↓
	 ⑧操業開始の日から３年

※④〜⑧の期間の被雇用者要件

 勤務期間が１年を超える場合であっても、⑤

の時点で在職していること。

※助成金の申請時期

 操業開始の日以降となります。以後、新規雇用

者の勤務が１年経過毎に順次申請となります。

ー   大 仙 市 の 工 業 関 係 の 助 成 制 度   ー

大仙市には、市内の工場等新設者や増設者、市内の空き工場等を再利用し

操業する方に助成し、雇用の拡大と工業振興を図る制度があります。　　

お気軽にお問い合わせください。
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大曲工業高校主催の「親子ものづくり教室」
でソーラーカーを作る子ども。
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　市内の工場等新設者や増設者に対し、５年

間の固定資産税の課税を免除します。

◆指定工場等／

 製造業、情報通信業、運輸業、卸売業、研究施設

◆指定基準／

【新設の場合】

 設備投資額が 2,500 万円超、操業時まで雇用者

が 10 人以上となる工場等

【増設の場合】

 設備投資額が 2,500 万円超、操業時まで増加す

る雇用者が３人以上となる工場等

 ※ただし、研究施設については、雇用者の制限なし

◆奨励措置／

 ５年間の固定資産税の課税免除

　工場等の再利用を行う操業者に対し助成金

を交付します。　

◆助成対象者／

 空き工場等の再利用による操業開始の日までに、

市内に工場等を有しない操業者にあっては 10 人

以上、市内に工場等を有している操業者にあっ

ては３人以上の大仙市民の従業員を新たに雇用

した法人または個人

◆対象物件／

 市内において工場、店舗、事務所等として建設

された施設で、施設利用を休止又は廃止し、以

下の要件を満たしている建物であること。

① 助成金申請時点において登記により施設が確

認ができる建物

② 建物延べ床面積が、330㎡以上のもの

◆助成対象経費／

 操業開始の日までに取得した空き工場等の取得

費及び当該空き工場の改装又は改築に要した費

用が 2,500 万円以上のもの

 ※大仙市工業等振興条例の規定による課税免除の対象

となる場合を除く

◆助成金の額／

 操業開始の日までに取得した空き工場等に課税

される固定資産税相当額に３を乗じて得た額、

または 1,000 万円のどちらか低い方の額

空き工場等再利用助成金制度

　【問い合わせ・申し込み】

企業対策室　☎ 0187-63-1111 内線 258 まで

工業等振興条例

　【問い合わせ・申し込み】

企業対策室　☎ 0187-63-1111 内線 258 まで

応援します

ものづくり企業

ー   大 仙 市 の 工 業 関 係 の 助 成 制 度   ー
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◆秋田県新規工業団地予定地の位置図

C
hapter06  

大
仙

市
の

取
り

組
み

　
県
内
最
大
規
模
と
な
る
工
業
団
地
の
県
の
計
画
が
神
岡
地
域
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
東
北
各
県
で
大
手
企
業
の
工
場
進
出
が
相
次
ぐ
中
で
の
、
県
が
進
め
る
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

県
で
は
企
業
の
進
出
が
見
込
め
な
い
限
り
造
成
工
事
は
行
わ
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
申
し
込
み

が
あ
れ
ば
一
番
に
こ
の
土
地
を
提
示
す
る
と
話
す
。

　
計
画
は
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
、
今
後
は
測
量
や
地
質
調
査
、
基
本
設
計
、
そ
し
て
工
業

団
地
の
造
成
工
事
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
な
ど
が
調
査
さ
れ
る
。

神
岡
地
域
に
白
羽
の
矢

　

神
岡
地
域
の
丘
陵
地
に
、

１
０
０
㌶
以
上
の
県
内
最
大
の
工

業
団
地
の
計
画
が
動
き
始
め
て
い

る
。
優
良
な
工
業
団
地
開
発
に
向

け
て
、
県
が
実
施
し
た
新
規
工
業

団
地
適
地
調
査
の
結
果
、
県
内
10

カ
所
の
適
地
の
中
か
ら
当
市
予
定

地
が
最
適
地
と
評
価
さ
れ
、
計
画

が
始
動
。
４
月
に
は
地
元
説
明
会

が
、
７
月
か
ら
は
基
本
設
計
の
た

め
の
現
地
調
査
が
始
ま
っ
て
い

る
。

　

予
定
地
は
Ｊ
Ｒ
神
宮
寺
駅
か
ら

車
で
約
10
分
。
笹
倉
公
園
南
に
広

が
る
丘
陵
地
帯
。
県
内
最
大
規
模

の
計
画
で
、
大
企
業
の
大
規
模
工

場
誘
致
を
想
定
し
て
い
る
。

　

県
内
に
は
現
在
、
県
や
市
町
村

が
主
体
と
な
っ
て
造
成
し
、
分
譲

可
能
な
工
業
団
地
が
23
カ
所
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
１
０
０
㌶
未
満
。

県
の
企
業
誘
致
担
当
者
が
企
業
に

誘
致
の
た
め
出
向
く
と
「
秋
田
に

は
大
き
な
工
業
団
地
が
な
く
魅
力

が
な
い
」
と
厳
し
い
意
見
を
よ
く

聞
か
さ
れ
る
と
い
う
。
大
企
業
か

ら
は
１
０
０
㌶
以
上
の
用
地
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
受

け
皿
が
必
要
だ
。

東
北
各
県
に
大
手
進
出

　

東
北
各
県
で
は
大
手
企
業
の
工

場
進
出
が
相
次
ぐ
。
宮
城
県
で
は

「
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
北
」
や
ト
ヨ
タ

の
生
産
子
会
社
「
セ
ン
ト
ラ
ル
自

動
車
」（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）。
ま

た
、福
島
県
に
は
「
デ
ン
ソ
ー
」（
愛

知
県
刈
谷
市
）、
岩
手
県
で
は
「
東

芝
」
が
進
出
す
る
計
画
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
東
北
が
今
後
の

大
企
業
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
場

所
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

始
動
　
県
内
最
大
規
模
の
工
業
団
地
を
大
仙
に

◆
取
材
を
終
え
て
◆

　「
大
仙
市
に
は
日
本
は
も
と
よ
り
世
界

に
発
信
し
続
け
る
“
も
の
づ
く
り
”
企

業
が
た
く
さ
ん
あ
る
」

　
そ
ん
な
企
業
を
伝
え
た
い
と
い
う
思

い
が
、
今
回
の
特
集
の
始
ま
り
で
し
た
。

　
ま
た
、
県
が
神
岡
地
域
で
進
め
る
大

規
模
工
業
団
地
は
、
地
域
雇
用
の
確
保
、

地
域
活
性
化
の
突
破
口
と
し
て
、
当
市

に
と
っ
て
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
。
行

政
の
み
な
ら
ず
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の
企

業
誘
致
に
向
け
た
機
運
を
高
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　「
経
済
大
国
・
ニ
ッ
ポ
ン
」
を
支
え
て

き
た
“
も
の
づ
く
り
”。
と
り
わ
け
秋
田

県
民
の
勤
勉
さ
や
忍
耐
強
さ
な
ど
、
そ

の
能
力
の
高
さ
は
論
を
待
ち
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
取
材
を
通
じ
て
共
通
し
て
感

じ
た
こ
と
、
そ
れ
は
自
社
製
品
や
技
術

に
対
す
る
「
自
信
」
と
「
誇
り
」。
紹
介

で
き
な
か
っ
た
企
業
に
つ
い
て
も
、
き
っ

と
同
じ
こ
と
が
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
付
加
価
値
の
あ
る
仕
事
で
差
別
化
を

図
り
、
そ
の
分
野
に
特
化
し
究
め
る
、

ま
ね
で
き
な
い
高
度
な
自
主
技
術
を
確

立
す
る
な
ど
、
独
自
の
も
の
づ
く
り
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、一
方
で
は
時
代
が
要
求
す
る
「
安

全
・
安
心
」
な
も
の
づ
く
り
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
効
率
性
重
視
か
ら
創
造
性
重

視
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換
。
社
会
は
安
全
・

安
心
、
感
性
、
環
境
と
い
う
新
し
い
価
値

創
造
へ
と
向
か
っ
て
い
ま
す
。
当
市
の
豊

か
な
自
然
環
境
や
有
形
無
形
の
財
産
は
、

最
大
の
武
器
に
成
り
得
る
と
い
っ
て
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
セ
ー
コ
ン
の
代
表
取
締
役
今こ
ん

さ
ん
の

言
葉
「
こ
こ
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
商

品
、
仕
事
が
あ
る
」。
ま
さ
に
そ
の
と
お

り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
英
知
と
勇
気
、
情
熱
を
も
っ
て
取
り

組
め
ば
、
世
界
を
見
据
え
た
も
の
づ
く

り
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　
人
間
の
歴
史
は
、
も
の
づ
く
り
の
歴

史
と
も
い
わ
れ
ま
す
。〝
も
の
づ
く
り
〟

が
〝
夢
〟
を
育
て
感
動
を
呼
び
、〝
人
〟

を
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。「
メ
ー
ド
・

イ
ン
・
大
仙
市
」
は
世
界
一
の
ブ
ラ
ン

ド
に
な
る
だ
け
の
潜
在
的
能
力
と
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
の
で
す
。

特
集
／
メ
ー
ド
・
イ
ン
・
大
仙
市
（
終
わ
り
）
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予
定
地
の
半
径
40
㌔
以
内
に
約

70
万
人
が
住
み
、
秋
田
空
港
ま
で

１
時
間
弱
、
Ｊ
Ｒ
大
曲
駅
や
秋
田

自
動
車
道
に
車
で
約
15
分
と
近

い
。
ま
た
、
工
業
用
水
に
も
恵
ま

れ
て
い
る
。
企
業
が
重
要
視
す
る

労
働
力
、
交
通
条
件
、
河
川
水
を

工
業
用
水
と
し
て
活
用
し
や
す
い

な
ど
、好
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
自
動
車
や
半
導
体
の
大

型
工
場
立
地
で
脚
光
を
浴
び
て
い

る
岩
手
県
北
上
市
と
、
ロ
シ
ア
や

ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
成
長
を
視
野

に
入
れ
た
環
日
本
海
の
港
と
し
て

期
待
さ
れ
る
秋
田
港
の
ほ
ぼ
中
間

に
位
置
す
る
。
こ
れ
ら
の
好
条
件

が
県
内
最
適
地
と
評
価
を
受
け
た

理
由
で
あ
り
、
そ
の
可
能
性
は
広

が
る
。

市
で
も
積
極
的
な
取
り
組
み

　

市
で
も
、
県
と
の
連
携
・
協
力

体
制
の
整
備
と
企
業
誘
致
を
よ
り

現
実
的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
年
度
か
ら
「
企
業
対
策
室
」

を
新
設
し
、
企
業
誘
致
と
既
存
企

業
支
援
に
よ
る
工
業
部
門
の
振
興

を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。
工
業
関

係
の
助
成
制
度
（
14
、15
ペ
ー
ジ
）

の
設
立
、
県
の
首
都
圏
企
業
懇
談

会
へ
の
参
加
や
、
首
都
圏
で
製
造

業
を
営
む
本
市
出
身
者
の
事
業
所

を
対
象
に
し
た
「
大
仙
市
首
都
圏

懇
話
会
」
を
今
秋
に
立
ち
上
げ
る

な
ど
、
市
長
を
ト
ッ
プ
に
大
仙
市

を
紹
介
し
、
大
企
業
へ
の
働
き
掛

け
や
情
報
収
集
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
昨
年
、
県
と
秋
田
市
以
南

７
市
２
町
に
お
い
て
、
企
業
立
地

促
進
法
に
基
づ
く「
秋
田
県
電
子
・

輸
送
機
関
連
産
業
地
域
活
性
化
協

議
会
」
の
基
本
計
画
が
国
の
第
１

号
同
意
を
得
て
、電
子
デ
バ
イ
ス
、

自
動
車
等
輸
送
機
関
連
産
業
の
集

積
を
目
指
し
て
い
る
。

　

高
齢
化
、
少
子
化
、
そ
し
て
若

者
の
県
外
流
出
な
ど
地
域
活
力
の

維
持
に
黄
色
信
号
が
と
も
る
中
、

地
域
活
性
化
の
た
め
の
最
も
有
効

な
方
策
は
地
域
雇
用
の
確
保
で
あ

る
。
大
仙
市
で
生
ま
れ
、
豊
か
な

教
育
環
境
の
中
で
育
っ
た
若
者
が
、

職
を
求
め
て
や
む
な
く
県
外
に
就

職
す
る
現
状
は
、
早
急
に
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
だ
。

　

市
で
は
時
代
が
求
め
る
大
企
業

の
誘
致
と
、
そ
し
て
地
元
に
根
を

下
ろ
し
活
動
し
て
い
る
既
存
企
業

を
大
切
に
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
実
施

し
な
が
ら
工
業
振
興
お
よ
び
雇
用

拡
大
を
図
り
、
定
住
促
進
と
市
内

産
業
の
発
展
を
図
っ
て
い
る
。

◆
取
材
を
終
え
て
◆

　「
大
仙
市
に
は
日
本
は
も
と
よ
り
世
界

に
発
信
し
続
け
る
“
も
の
づ
く
り
”
企

業
が
た
く
さ
ん
あ
る
」

　
そ
ん
な
企
業
を
伝
え
た
い
と
い
う
思

い
が
、
今
回
の
特
集
の
始
ま
り
で
し
た
。

　
ま
た
、
県
が
神
岡
地
域
で
進
め
る
大

規
模
工
業
団
地
は
、
地
域
雇
用
の
確
保
、

地
域
活
性
化
の
突
破
口
と
し
て
、
当
市

に
と
っ
て
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
。
行

政
の
み
な
ら
ず
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の
企

業
誘
致
に
向
け
た
機
運
を
高
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　「
経
済
大
国
・
ニ
ッ
ポ
ン
」
を
支
え
て

き
た
“
も
の
づ
く
り
”。
と
り
わ
け
秋
田

県
民
の
勤
勉
さ
や
忍
耐
強
さ
な
ど
、
そ

の
能
力
の
高
さ
は
論
を
待
ち
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
取
材
を
通
じ
て
共
通
し
て
感

じ
た
こ
と
、
そ
れ
は
自
社
製
品
や
技
術

に
対
す
る
「
自
信
」
と
「
誇
り
」。
紹
介

で
き
な
か
っ
た
企
業
に
つ
い
て
も
、
き
っ

と
同
じ
こ
と
が
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
付
加
価
値
の
あ
る
仕
事
で
差
別
化
を

図
り
、
そ
の
分
野
に
特
化
し
究
め
る
、

ま
ね
で
き
な
い
高
度
な
自
主
技
術
を
確

立
す
る
な
ど
、
独
自
の
も
の
づ
く
り
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、一
方
で
は
時
代
が
要
求
す
る
「
安

全
・
安
心
」
な
も
の
づ
く
り
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
効
率
性
重
視
か
ら
創
造
性
重

視
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換
。
社
会
は
安
全
・

安
心
、
感
性
、
環
境
と
い
う
新
し
い
価
値

創
造
へ
と
向
か
っ
て
い
ま
す
。
当
市
の
豊

か
な
自
然
環
境
や
有
形
無
形
の
財
産
は
、

最
大
の
武
器
に
成
り
得
る
と
い
っ
て
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
セ
ー
コ
ン
の
代
表
取
締
役
今こ
ん

さ
ん
の

言
葉
「
こ
こ
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
商

品
、
仕
事
が
あ
る
」。
ま
さ
に
そ
の
と
お

り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
英
知
と
勇
気
、
情
熱
を
も
っ
て
取
り

組
め
ば
、
世
界
を
見
据
え
た
も
の
づ
く

り
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　
人
間
の
歴
史
は
、
も
の
づ
く
り
の
歴

史
と
も
い
わ
れ
ま
す
。〝
も
の
づ
く
り
〟

が
〝
夢
〟
を
育
て
感
動
を
呼
び
、〝
人
〟

を
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。「
メ
ー
ド
・

イ
ン
・
大
仙
市
」
は
世
界
一
の
ブ
ラ
ン

ド
に
な
る
だ
け
の
潜
在
的
能
力
と
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
の
で
す
。

特
集
／
メ
ー
ド
・
イ
ン
・
大
仙
市
（
終
わ
り
）
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大
曲
地
域
大
花
町
地
区
の
区
画

整
理
事
業
に
伴
う
事
業
計
画
︵
案
︶

の
地
元
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　
説
明
会
は
２
回
行
い
ま
す
の

で
、
都
合
の
よ
い
時
間
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
出
席
で
き
な
い
方
の
た

め
に
９
月
１
日
か
ら
土
地
区
画
整

理
事
務
所
で
説
明
を
行
い
ま
す
。

大
曲
駅
前
第
二
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

大
曲
地
域
大
花
町
の
事
業
計
画
説
明
会

　能楽が持つ、奥深く計り知れない幽玄の世界。日本の伝統

美をぜひご堪能ください。

◆日時／８月 31 日（日）午後１時開演（正午開場）

◆会場／唐松城能楽殿

◆入場料／ S 席 8,000 円（当日 8,500 円）、A 席 7,000 円（当日

7,500 円）※全席指定

◆番組／能「羽
は

衣
ごろも

」・半能「融
とおる

」・仕舞「玉
た ま

葛
かづら

」・

狂言「萩
は ぎ

大
だ い

名
みょう

」

◆出演／喜多流能楽師 粟谷師一行

◆前売り／電話で申し込みの場合はチケットを

郵送しますので、料金は

同封の郵便振込用

紙で振り込み

ください。

【問い合わせ・チケット販売】

 協和市民センター（和ピア）

 ☎ 018-892-3820 まで

日本の伝統美をご堪能ください
まほろば唐松「定期能公演」

◆
期
日
／
８
月
31
日
︵
日
︶

◆
時
間
／
①
午
後
１
時
30
分
～

 

②
午
後
５
時
～

◆
会
場
／
北
保
育
園
︵
大
花
町
︶

【
問
い
合
わ
せ
】

 

土
地
区
画
整
理
事
務
所

 

☎
０
１
８
７
︵
63
︶
０
５
４
２

ま
で

協和多目的交流施設（樹パル）。

協和多目的交流施設、協和体
育館の利用申請受け付け開始

　10 月１日から３月 31 日までの、協和

多目的交流施設（樹パル）、サン・スポー

ツランド協和体育館の利用申請受け付け

を行います。

　申請用紙はスポーツ振興課ほか教育委

員会各分室にありますので、利用を希望

される方は教育委員会協和分室まで申し

込みください。後日、申請者を対象に行

事調整会議を行います。

◆対象／大仙市民、市内で活動する団体

◆行事調整会議／９月１日（月）・協和

市民センター

◆申請受付期限／８月 25 日（月）

【問い合わせ・申請】

 教育委員会協和分室

 ☎ 018-892-3698 まで

10
月
１
日
か
ら

障
害
が
あ
る
方
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
放
送
受
信
料
の
免
除

基
準
が
変
わ
り
ま
す

　
障
害
が
あ
る
方
は
、
申
請
に
よ

り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
料
が
全
額

ま
た
は
半
額
免
除
に
な
り
ま
す
。

　
10
月
１
日
か
ら
免
除
の
対
象
が

次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
現
在
受
信
料
が

免
除
さ
れ
て
い
る
方
は
、
申
請
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
対
象
／

	

【
全
額
免
除
】

	

身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

い
ず
れ
か
を
所
持
す
る
方
が
世

帯
に
い
て
、
世
帯
全
員
が
市
町

県道 湯沢・雄物川・大曲線

県道 川西・六郷線

分譲地

大曲南中学校 藤木簡易郵便局

大曲南中学校

藤木公民館

追分

横
手
川

R13

区
画
を
変
更
し
、
お
求

め
や
す
く
な
り
ま
し
た

「
新
藤
木
住
宅
分
譲
地
」

　
新
藤
木
住
宅
地
の
区
画
を
変
更

し
、
お
買
い
求
め
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
残
り
区
画
も
わ
ず
か
で
す

の
で
、
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
が
、
販
売
価
格
等
、

詳
細
に
つ
い
て
は
土
地
開
発
公
社

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

土
地
開
発
公
社

 

☎
０
１
８
７
︵
63
︶
１
１
１
１

 

内
線
３
５
３
・
３
５
４
ま
で

新しいくらしの舞台は光と風の舞うまちで

新
藤
木
住
宅
分
譲
地

周
辺
地
図
。

http://www.city.daisen.akita.jp/
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大
曲
・
西
仙
北
地
域
の

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

◆
募
集
住
宅
・
家
賃
／

	

【
大
曲
地
域
】

	

福
見
町
市
営
住
宅
一
般
向
け

１
戸
︵
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
Ｓ
57
建

築
︶
・
１
万
７
千
１
０
０
円
～

２
万
８
千
４
０
０
円

	
【
西
仙
北
地
域
】

	
愛
宕
市
営
住
宅
一
般
向
け

１

戸
︵

３

Ｄ

Ｋ
・

Ｓ

56
建

築
︶
・
１
万
５
千
２
０
０
円
～

２
万
６
千
３
０
０
円

◆
入
居
資
格
／

①
同
居
す
る
親
族
が
い
る
方
。
た

だ
し
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
方

は
単
身
で
も
入
居
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

第 82 回全国花火競技大会
に伴う

「循環バス運休」のお知らせ

　第 82 回全国花火競技大会による交通規

制のため、次の日程で循環バスを運休し

ます。みなさんのご協力をお願いします。

◆運休期間／８月 22 日（金）午後３時

発便から 23 日（土）最終便まで

【問い合わせ】

 総合政策課☎ 0187-63-1111
 内線 228 まで

ご確認ください
燃やせないごみも新ごみ袋

　７月から家庭ごみの

有料化が完全実施され

ましたが、「燃やせない

ごみ」を旧ごみ袋で出す

ケースが一部で見られ

ます。

　燃やせないごみも家

庭ごみ有料化の対象と

なっていますので、再度

ご確認をお願いします。

◆有料化対象／①燃やせるごみ②燃やせ

ないごみ

【問い合わせ】

 環境課☎ 0187-63-1111 内線 275 まで

③
収
入
が
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い

る
収
入
基
準
以
下
の
方

④
市
町
村
税
に
滞
納
が
な
い
方

⑤
市
内
に
居
住
す
る
連
帯
保
証
人

が
い
る
方

◆
申
込
受
付
期
間
／
８
月
18
日

︵
月
︶
か
ら
８
月
29
日
︵
金
︶

ま
で
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

︵
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
︶

◆
入
居
開
始
日
／
９
月
16
日︵
火
︶

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

 

【
大
曲
地
域
】

	

都
市
計
画
課

 

☎
０
１
８
７
︵
66
︶
４
９
０
８

 

【
西
仙
北
地
域
】

	

西
仙
北
総
合
支
所
建
設
課 

☎
０
１
８
７
︵
75
︶
２
９
７
１

 

ま
で

透明な袋に緑字が印字され

ている燃やせないごみ袋。

花火の期間は循環バスを運休します。

村
民
税
︵
住
民
税
︶
非
課
税

	

【
半
額
免
除
】

①
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
が
世
帯
主

の
場
合

②
重
度
の
障
害
者
︵
身
体
障
害
者

手
帳
総
合
等
級
１
・
２
級
、
療
育

手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳

１
級
︶
が
世
帯
主
の
場
合

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
１
２
０

－

１
５
１
５
１
５

 

各
総
合
支
所
市
民
課

 

援
護
福
祉
課

 

☎
０
１
８
７
︵
63
︶
１
１
１
１

 

内
線
１
７
８
ま
で

① 

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い

 

申
請
書
は
本
庁
援
護
福
祉
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
課

窓
口
に
あ
り
ま
す
。

② 

本
庁
援
護
福
祉
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
課
に
申
請
書

を
提
出
し
、
免
除
事
由
の
証

明
を
受
け
て
く
だ
さ
い

③ 

証
明
を
受
け
た
申
請
書
を
Ｎ

Ｈ
Ｋ
に
提
出
（
郵
送
）
し
て

く
だ
さ
い

④  

申
し
込
み
は
、
８
月
18
日
か
ら

受
け
付
け
ま
す 

　
受
診
料
免
除
の

　
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

第
３
回
大
仙
市
民
俳
句

大
会
の
作
品
募
集

　
第
３
回
市
民
俳
句
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
作
品
︵
未
発
表
の
も
の
︶
は
楷
書

で
書
き
、
難
解
な
漢
字
に
は
、
ふ

り
が
な
を
ふ
っ
て
く
だ
さ
い
。
作

品
の
訂
正
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

◆
応
募
資
格
／
市
民
お
よ
び
市
内

に
勤
務
し
て
い
る
方
。
ま
た
は
市

内
の
俳
句
会
に
所
属
し
て
い
る
方

◆
応
募
規
定
／
各
公
民
館
に
備
え

付
け
の
申
込
︵
投
句
︶
用
紙
に
、

当
季
雑
詠
２
句
︵
秋
～
初
冬
︶

◆
日
時
／
11
月
９
日
︵
日
︶
午
前

10
時
～

◆
会
場
／
大
曲
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費
／

 

【
投
句
料
】
１
０
０
０
円

 

【
昼
食
代
】
７
０
０
円
︵
飲
み

物
付
き
︶

 

【
懇
親
会
費
】
２
０
０
０
円

※
現
金
ま
た
は
郵
便
小
為
替
で
昼
食

代
、
懇
親
会
は
希
望
者
の
み

◆
申
し
込
み
方
法
／
①
住
所
②
氏

名
③
電
話
番
号
④
当
日
参
加
の

有
無
⑤
昼
食
希
望
の
有
無
⑥
懇

親
会
参
加
の
有
無
を
記
入
し
、

投
句
料
、
昼
食
代
、
懇
親
会
費

を
添
え
て
申
し
込
み

◆
申
込
受
付
期
限
／
９
月
19
日

︵
金
︶
※
必
着

◆
講
師
／
岡
部
い
さ
む 

さ
ん

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

 

大
曲
公
民
館
俳
句
係

 

☎
０
１
８
７
︵
62
︶
１
３
１
２

ま
で
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　日本に住む 20 歳以上 60 歳未満の方は全て国民年金加入し、保険料を納め

ることが義務になっています。

　自営業者や学生、フリーターの方などは自分で保険料を納めます。このよ

うな方を国民年金の第１被保険者といいます。

　国民年金から支給される年金には老齢基礎年金のほか、万が一の場合の障

害基礎年金や遺族基礎年金もあります。

■平成 20 年度の月々の保険料は 14,410 円です。

毎月の保険料は翌月末日までに納めてください。

保険料の納付は納付書により銀行、郵便局、コン

ビニエンスストアでの現金納付や、口座振替、ク

レジットカードを利用する方法もあります。また、

今年５月より、原則として社会保険事務所での保

険料納付は受付けておりませんのでご注意ください。

　所得が少ない等の理由で保険料を納めるのが困

難な場合は免除制度をご利用ください。

　保険料免除等の種類、納付金額、全額納付と比

較したときの老齢基礎年金額の計算は以下の通り

です。

※４分の３免除、半額免除、４分の１免除は、一部保険料を納めなかった場合、未納と同じ扱いになるため、

将来の老齢基礎年金が少なくなったり、受けられなくなったりします。また、万が一のときの障害基礎年

金や遺族基礎年金を受給できない場合がありますので、忘れずに納付しましょう。

※全額免除や一部納付が承認された期間については、10 年以内に保険料を納付（追納）することもできます。

ただし、免除等が承認された期間が属する年度の翌年度から起算して、３年度目以降からは当時の保険料

に一定の加算金がつきます。

免除等の種類 保険料 老齢基礎年金の額

全額免除 ０円 ６分の２

４分の３免除 3,600 円 ６分の３

半額免除 7,210 円 ６分の４

４分の１免除 10,810 円 ６分の５

若年者納付猶予（30 歳未満に限る） 0 円 ０

学生納付特例制度 0 円 ０

国民年金
国民年金制度概要

保険料の納付と免除等

国民年金
とは
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月曜日～金曜日　午前９時～午後８時
第 2 土曜日　　　午前９時～午後５時☎ 0570-058-555

「ねんきん特別便専用ダイヤル」

・本年３月までに送付 ………………年金記録にもれがある可能性が高い年金受給者・加入者
・本年４月から５月までに送付 ……３月までに送付されている方以外のすべての年金受給者
・本年６月から 10 月までに送付……３月までに送付されている方以外のすべての現役加入者
　自営業、学生の方や専業主婦の方などには、直接ご本人の住所へ８月中旬から 10 月下旬にかけて、年齢
の高い方より順次発送いたします。
　会社勤めの方には、お勤めの会社を通じて、または直接ご本人の住所へ６月 23 日から 10 月上旬にかけて、
順次発送されます。
　すでにねんきん特別便が送付された方で、回答をまだされていない場合は忘れずに提出してください。

お問い合せは…

国保年金課　☎ 0187-63-1111　または　各総合支所市民課

大曲社会保険事務所　☎ 0187-63-2294・2295

詳しくは次へお問い合わせください

国民年金から年金給付

ねんきん特別便

※障害基礎年金や遺族基礎年金の支給を受けるには一定の保険料納付要件があります。

国民年金保険料を 25 年以上納めたなど条件を満たした方に、原則 65 歳から支給されます。

●平成 20年度年金額　792,100 円　（満額）
20 歳から 60 歳になるまでの 40 年間（480 月）の全期間保険料を納めた場合

老齢基礎年金

国民年金に加入中に初診日のある病気やケガにより、障害等級１級又は２級に該当する障害の
状態にある場合は、障害基礎年金が支給されます。

●平成 20年度年金額　　990,100 円（１級）　　792,100 円（２級）
子の人数によって加算（1 人につき 227,900 円、３人目以降は 75,900 円）がつきます。

障害基礎年金

国民年金加入中の方が亡くなった場合は、その方に生計を維持されていた子のある妻または
子に遺族基礎年金が支給されます。

●平成 20年度年金額　1,020,000 円（子の 1人いる妻の場合）
（基本額：792,100 円 +子 1人の加算額 227,900 円）

妻に支給される場合は子の人数によって加算（1 人につき 227,900 円、３人目以降は 75,900 円）
がつきます。

遺族基礎年金

■社会保険庁では、すべての被保険者及び年金受

給者の皆様に、年金加入記録を記載した「ねんき
ん特別便」を送付しています。
　このお知らせの年金加入記録は、社会保険庁が
ご自身の基礎年金番号と結びついている記録を記
載しています。
　このお知らせに記載されている記録を確認して

いただき、漏れや誤りがあればお教えください。
教えていただいた内容について調査を行い、調査
及び確認の結果について、後日お知らせすること
としています。
　６月から現役加入者の方への送付を開始します。
これにより、すべての年金受給者・加入者の方へ
ねんきん特別便が送付されます。

送付スケジュール
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「池田文太郎翁」の後藤宙外直筆原稿
池田氏の解明資料発見

　池田家 13 代当主池田文太郎翁顕彰記録「池田文太郎翁」（後

藤宙外執筆）の草稿全３部を寄贈いただきました。

　この資料は、池田氏庭園の雪見灯ろう調査の新聞記事を見

た方（匿名）が、池田家の研究に活用してほしいと寄贈して

くれたもので、刊行時に削除された部分も記載されている貴

重な資料です。

　現在、文化財保護課で内容についての調査を進めています。解

明した事項は池田家の承諾を得ながら順次公開していく予定です。

大仙市優良建設工事表彰
６施工業者が表彰

　市では、他の模範となる良好な工事を行った施工業者とその現場代理人を表彰するために「大仙市優良建設工事請負

業者等表彰要綱」を策定。その第１回目となる表彰式が７月 28 日に行われました。

　この制度は工事のレベルアップと業界の健全な発展を目的とするもので、昨年度発注した建設工事 339 件の中から、

優秀な成績をもって工事を終えた６施工業者 12 人が表彰されました。県ではすでに実施されている制度ですが、県内

市町村では初めての試みです。

　表彰式には栗林次美市長、市議会議員、大仙市建設業協会連合会員、市職員ら約 60 人が出席。栗林市長は「表彰制

度は品質の優れた工事完成を目指して

行うものですが、技術力・管理能力など

の従来評価に地域社会への貢献のあり

方などさらに検討を加え、意欲を持って

従事できるよう制度の充実にも努めた

い」とあいさつしました。

　受賞した施工業者、現場代理人は次の

とおりです。《敬称略》

▽株式会社藤嶋建設・藤嶋文人代表取締

役（大曲）・佐々木恭洋▽進藤建設株式

会社・中澤昭晃代表取締役（協和）・佐

藤民夫▽寺田建設株式会社・寺田文夫代

表取締役（中仙）・小松正治▽有限会社

大沢工務店・大沢隆夫代表取締役（仙北）・

小原直樹▽株式会社日仙電機・小松勲代

表取締役（大曲）・加藤武彦▽共和化工

株式会社東北支店・土生正元支店長（宮

城県）・細谷秀樹。

栗林市長に受賞の謝辞を述べる進藤

建設株式会社・中澤昭晃代表取締役。

寄贈いただいた池田家 13 代当主池田文太郎翁顕彰記録。

仙北地域ラジオ体操
規則正しい生活で夏を乗り切ろう

　７月 23 日、仙北ふれあい文化センターで仙北

地域ラジオ体操が行われました。

　このラジオ体操は夏休み初日に規則正しい生

活リズムを身につけ、健康に夏を過ごそうと毎

年実施しているものです。

　今年は仙北地域から約 650 人がラジオ体操に

参加。健康に夏を乗り切ろうと元気な声で号令

を掛け合いました。

650 人が参加した仙北地域ラジオ体操。
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① 仙北中学校女子卓球部が全県中学校総体卓球女子団体

戦で優勝。

② 伊藤明日香さん（大曲中２年）が全県中学校総体柔道女

子 44㎏級で優勝。

③ フェニックス南外西（女子ミニバススポ少）が東北電力旗

第21回東北ミニバスケットボール大会秋田県大会で優勝。

④ 刈和野ビクトリーズスポーツ少年団が第２回ローリン

グス旗争奪東北少年野球大会で優勝。

⑤ 西仙北東中学校女子バレーボール部が全県中学校総体

女子バレーボール大会で準優勝。

⑥ 大曲中学校女子卓球部が全県中学校総体卓球女子団体

戦で準優勝。

市内の各学校、スポ少のチームが
各種大会で優秀な成績を収めました

①

②

③

④

⑤ ⑥
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世
界
で
唯
一
原
爆
を
体
験
し
た
日
本
。

　

更
な
る
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
た
め
に

も
、
日
本
は
世
界
に
非
核
を
訴
え
る
義
務

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

慰
霊
碑
に
は
、
日
本
中
か
ら
贈
ら
れ
た

た
く
さ
ん
の
千
羽
鶴
が
納
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
教
科
書
で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
平

和
へ
の
強
い
願
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　大仙市は、平和への願いを受

け継ぎ、世界に向けて核兵器廃

絶を呼びかけるため平成 17 年６

月 27 日に「非核平和都市」を宣

言し、毎年「非核平和都市事業」

を行っています。

　昨年から、中高生を広島に派

遣し、平和について学んだこと

を広く伝えてもらう「非核平和

レポーター派遣事業」を行いま

した。今年は公募によって選ば

れた市内の中高生９人が、７月

29 日から 31 日まで原子爆弾の被

害を受けた広島市を訪問し、核

兵器の恐ろしさとその被害につ

いて学んできました。

　８月 10 日に行われた「非核平和

レポーターの広島体験発表会と非

核平和映写会」で、研修を通じて感

じたこと、考えさせられたことに

ついて発表してもらいましたので、

研修の成果について報告します。

非核平和都市事業

非核平和
レポーター
広島体験発表

届
け
…

平
和
へ
の
願
い

　

多
く
の
方
が
原
爆
の
後
遺
症
と
闘
っ
て

い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
悲
惨
な
写
真
を
た

く
さ
ん
見
て
、
苦
し
み
な
が
ら
も
懸
命
に

生
き
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

原
爆
の
被
害
を
知
り
、
戦
争
反
対
、
核

兵
器
廃
絶
に
対
す
る
思
い
が
強
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
気
持
ち
を
ず
っ
と
持
ち
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

深谷 夏海 さん

（明徳館高１年）

　

原
爆
が
も
た
ら
し
た
恐
ろ
し
い
被
害
。

　

原
爆
を
体
験
し
た
話
を
聞
き
、
戦
争
の

悲
惨
さ
を
必
ず
後
世
に
伝
え
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
場
に
い
る
だ
け
で
、
平
和
へ
の
強

い
願
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
し
た
。

　

今
回
学
ん
だ
事
は
、
一
生
忘
れ
ず
に
い

よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

熱
線
を
浴
び
た
肌
は
、
目
を
背
け
た
く

な
る
よ
う
な
悲
惨
な
も
の
で
し
た
。

　

恐
怖
、
怒
り
、
悲
し
み
な
ど
、
様
々
な

感
情
が
込
み
上
げ
ま
し
た
。

富樫 麻里奈 さん

（平和中２年）

髙橋 みづき さん

（大曲中３年）

岸　南
な み

希
き

 さん

（大曲高２年）

　

傷
付
け
ら
れ
て
も
、
今
も
懸
命
に
生
き

て
い
る
ア
オ
ギ
リ
の
木
。
ど
ん
な
こ
と
が

起
き
て
も
、
決
し
て
あ
き
ら
め
ず
、
頑
張

ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

原
爆
ド
ー
ム
は
、
す
べ
て
の
人
に
原
爆

の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
る
た
め
、
骨
組
み
だ

け
に
な
っ
て
も
建
ち
続
け
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

小松 あおい さん

（太田中３年）

草彅 由実 さん

（太田中３年）
藤本 洋子 さん

（大曲中２年）
小田嶋 めぐみ さん

（協和中３年）

伊藤 理紗 さん

（大曲高２年）

原爆ドーム。

原爆の子の像に納めら

れている千羽鶴。
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　７月 20 日、第１回東部・西部農業委員会総会（委員数／東

部＝ 47 人・西部＝ 37 人）がそれぞれ開催されました。

　市の農業委員は７月６日に行われた農業委員会委員一般選

挙で選出された委員や市議会・土地改良区・農協・共済から

選出された委員（東部・西部とも７人）で構成されています。

　第１回総会では、各農業委員会の会長ならびに職務代理者が

選出され、委員それぞれの専門委員会が決定しました。

東部・西部農業委員会
委員の紹介

地域・団体 氏　名 専門委員会

神　岡

石山礼蔵 農政委員長

黒川雄一 農地

渡部忠行 農地

藤井辰雄 農政

西仙北

鎌田　博 農地

佐々木忠永 農政

小木田好 農地

三浦輝夫 農政

高橋　博 農政

菅原廣太郎 職務代理者

大友金己知 農政

戸島勝憲 農地副委員長

田口　繁 農地

佐々木　慧 農政

後藤健敏 農地

協　和

進藤正巳 農政

佐川　淳 農地

加藤孝悦 農政

加藤久孝 農地

安田恭夫 農地

加藤正孝 農地委員長

田村　勉 農政副委員長

菅原惣平 農地

鈴木正雄 農政

南　外

伊藤又エ門 農政

渡部良太郎 農政

佐藤吉男 会長

佐々木茂治 農政

佐々木正市 農地

八嶋雄市 農地

農協推薦 進藤秀英 農政

共済推薦 茂木　隆 農政

土改推薦 小山田雅浩 農地

議会推薦

齊藤　章 農地

佐々木京子 農政

工藤壽次 農地

今野純子 農地

【西部農業委員会】

地域・団体 氏　名 各専門委員会

大　曲

藤田廣一 農　政

松本久明 農　地

後藤幾久雄 会　長

佐藤　昇 農　政

中野久男 農　地

三浦　功 農　地

渡邊敏雄 農　政

今野忠雄 農　政

佐藤一男 農　政

太田光雄 農　地

佐々木　肇 農　政

小松亥佐夫 農　政

井上一雄 農　地

小松憲司 農　政

判田勝補 農　政

伊藤隆康 農　地

中　仙

戸嶋英樹 農　地

伊藤進悦 農　政

田村誠市 農　地

岩田長市 農　地

佐藤誠悦 農　政

細谷精悦 職務代理者

鈴木清敏 農　政

高橋章夫 農　地

藤原一男 農　政

仙　北

高橋喜榮治 農　地

高橋鶴松 農　政

大西茂雄 農　地

齋藤久人 農地副委員長

小松　強 農　地

佐々木秀治 農　政

長澤典雄 農　政

土井文夫 農政委員長

太　田

中村春悦 農政副委員長

谷口　章 農地委員長

長澤信徳 農　地

高橋　剛 農　政

泉　芳博 農　政

小松一男 農　地

高橋久昭 農　地

農協推薦 古屋マサ子 農　地

共済推薦 小松裕一 農　政

土改推薦 冨岡　弘 農　地

議会推薦

池田英子 農　政

長澤勝久 農　地

佐藤文一 農　政

田口雅和 農　地

【東部農業委員会】

東
部

会長

後藤幾久雄（大曲）

西
部

会長 

佐藤吉男（南外）

東
部

会長職務代理者

細谷精悦（中仙）

西
部

会長職務代理者

菅原廣太郎（西仙北）
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内訳／感想 17　意見 ６　要望１　

　表紙は大曲地域丸子川で行われた、大曲小学校の鹿島流
しの様子。休祭日の救急医療について、ひとり親家庭の支
援、世界に一つだけの花ダイノードリームなどを掲載した号
でした。

７月 16 日号を振り返り

今回の応募総数は　24 通 7 16
平成20年

7月16日

第79号

け
届
よ
い
願

広
報
見
聞
録
を
毎
号
楽
し
く

読
ん
で
い
ま
す
。

　
編
集
後
記
に
「
さ
さ
ら
」
が
始

ま
る
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
大

仙
市
に
は
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
民

俗
芸
能
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
都
度
、
広
報
見
聞
録
で
紹

介
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

 

（
西
仙
北
地
域
　
72
歳
男
性
）

７
月
か
ら
大
仙
市
も
ご
み
の

有
料
化
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
大
量
消
費
の
時
代
に
あ
っ
て
、

ご
み
が
増
え
て
い
る
現
在
で
は
仕

方
の
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
耳
慣
れ
て
し
ま
っ
た
言
葉

で
す
が
、「
大
切
な
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
も
、
も
っ
と
地
球
に
や

さ
し
く
、
環
境
を
守
ろ
う
」
と
言

い
た
い
で
す
。

 

（
中
仙
地
域
　
56
歳
男
性
）

神
宮
寺
新
駅
舎
完
成
記
念
式

典
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
で
の
北
神
小
学
校
の

児
童
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
で
は
、

み
ん
な
元
気
に
頑
張
っ
て
い
て
楽

し
そ
う
で
し
た
。

　
神
宮
寺
駅
は
秋
田
市
に
で
か
け

る
時
に
利
用
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

 

（
太
田
地
域
　
44
歳
女
性
）

も
う
す
ぐ
夏
祭
り
が
始
ま
り

ま
す
ね
。

　
今
は
世
の
中
が
不
景
気
で
大
変

で
す
。
先
の
こ
と
を
考
え
た
ら
不

安
だ
ら
け
。

　
ゆ
っ
く
り
と
平
凡
に
生
活
で
き

る
社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

 

（
協
和
地
域
　
50
歳
女
性
）

晴
れ
の
日
と
な
っ
た
鹿
島
舟

の
旅
立
ち
。
子
ど
も
た
ち

や
見
送
る
人
た
ち
の
顔
が
う
れ
し

そ
う
で
し
た
。

　
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
「
ダ
イ

ノ
ー
ド
リ
ー
ム
」
の
記
事
を
読
み

ま
し
た
。
生
物
工
学
部
の
生
徒
た

ち
の
努
力
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

（
大
曲
地
域
　
80
歳
女
性
）

私
の
学
校
で
は
夏
休
み
中
に

ア
ル
ミ
缶
な
ど
の
回
収
を

学
校
行
事
と
し
て
行
い
ま
す
。

　
同
時
に
、
家
庭
科
の
宿
題
で
ト

レ
イ
や
パ
ッ
ク
の
回
収
、
エ
ア
コ

ン
の
設
定
温
度
を
高
く
す
る
な

ど
、
エ
コ
活
動
へ
の
取
り
組
み
を

考
え
、
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
夏
休
み
は
い
つ
も
よ
り

「
環
境
」
に
つ
い
て
考
え
な
が
ら

過
ご
し
て
い
ま
す
。

 

（
大
曲
地
域
　
14
歳
女
性
）

お
便
り
広
場
に
は
、
ご
み
の

有
料
化
に
つ
い
て
の
投
稿

が
多
い
で
す
ね
。

　
無
駄
な
こ
と
は
し
な
い
、
買
わ

な
い
生
活
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
前
回
の
投
稿
に
あ
っ
た
よ
う
に

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
資
源
ご
み

と
し
て
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

 

（
大
曲
地
域
　
42
歳
女
性
）

も
う
す
ぐ
成
人
式
で
す
ね
。

去
年
か
ら
市
全
体
で
の
成

人
式
と
な
り
、
多
く
の
新
成
人
が

集
ま
っ
て
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

 

（
大
曲
地
域
　
30
歳
女
性
）

表
紙
の
写
真
も
「
願
い
よ
届

け
」
と
い
う
言
葉
も
と
て

も
素
敵
で
し
た
。

　
７
月
７
日
の
七
夕
は
あ
い
に
く

の
雨
模
様
で
し
た
が
、
私
の
願
い

も
届
い
て
い
ま
す
よ
う
に
。

　
願
い
を
込
め
て
今
日
も
頑
張
り

ま
す
。

 

（
神
岡
地
域
　
22
歳
女
性
）

国
民
健
康
保
険
高
齢
者
受
給

証
が
更
新
さ
れ
、
新
し
い

も
の
が
届
き
ま
し
た
。

　
新
し
い
受
給
証
の
一
部
負
担
金

の
欄
に
は
、
２
割
︵
平
成
21
年
３

月
31
日
ま
で
は
１
割
︶
と
表
記
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
来
年
の
３
月
31
日
ま
で
は
１
割

の
負
担
な
の
で
、
１
割
︵
平
成
21

年
４
月
１
日
よ
り
２
割
︶
と
表
記

さ
れ
る
の
が
適
切
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

 

（
西
仙
北
地
域
　
72
歳
男
性
）

国
保
年
金
課
よ
り

　
健
康
保
険
法
が
一
部
改
正
さ

れ
、
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
一
部

負
担
金
割
合
は
平
成
20
年
４
月
か

ら
２
割
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
特
例
措
置
と
し
て
、

１
年
間
︵
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
︶

は
一
部
負
担
割
合
が
凍
結
さ
れ
１

割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
高
齢
者
受
給
者
証

の
一
部
負
担
金
の
割
合
欄
は
、
法

で
定
め
ら
れ
て
い
る
２
割
と
記
載

し
、
括
弧
内
に
凍
結
期
間
の
負
担

割
合
を
記
載
し
た
も
の
で
す
。

大
曲
市
民
会
館
で
行
わ
れ
た
、

山
形
由
美
＆
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
室
内
合
奏
団
の
コ
ン
サ
ー
ト
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
演
奏
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
の
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
山
形
由
美
さ

ん
の
美
し
さ
に
見
と
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

 

（
仙
北
地
域
　
51
歳
女
性
）



５人の方々に図書カード
1,000円分が当たる
問題

応募方法

発行号、答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、感想や市への質問など
を記入のうえ、総合政策課までお送りください。

広報クイズ

締め切りは　８月 31日（消印有効）

あて先はこちらまで
〒 014-8601（住所不要）大仙市企画部総合政策課
手紙・ハガキ、FAX（0187-63-1119）
または E メール（kouhou@city.daisen.akita.jp）でご
応募ください。なお、E メールの場合は件名に「広
報クイズ応募」といれてください。
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Farm products04 枝 　 豆

今年で「大曲の花火」は何回目になるで
しょう？

 ① 80 回目　　② 81 回目　　③ 82 回目
　

材料（４人分）
白身魚のすりみ …… 200g

タマネギみじん切り 大さじ 1
卵…………………… 1 個

酒………………… 大さじ 1
うま味調味料 ……… 少々

塩…………………一つまみ

コショウ …………… 少々

片栗粉…………… 小さじ 1
味付けのり ………… 16 枚

ゆで枝豆 …………… 適量
（お好みですが、

           目安は 100 粒ぐらい）

作り方
① 白身魚（タラやエビなど）

のすり身、タマネギみじん

切り、卵、酒、うま味調

味料、塩、コショウをフー

ドプロセッサーに入れよく

混ぜ合わせる。
※ 市販の塩タラなどを使う場合

は、塩を入れないでください。

② ボウルに①を移し入れ、

片栗粉を加えたらゴムベ

ラ等でよく混ぜ合わせる。

枝豆を加え、ざっと混ぜ

る。

③ 味付けのりにスプーンで②

を塗るような感じで伸ば

す。このとき、のり１枚に

枝豆５粒ぐらいが目安で

す。（お好みの量で）

④ 140℃くらいに天ぷら鍋の

油を熱し、③をじっくり両

面揚げます。のりがカリッ

としてきたらできあがり。

磯 と 畑 の ハ ー モ ニ ー

「枝豆のさつま揚げ風」

今回の匠
たく

味
み

 ／ 福原久子・一葉 親子
（太田地域川口）

大地の恵み
おらほの畑の
逸品

　枝豆をペースト状にする

と、どうしても独特の青

臭さが出てしまうため、あ

えて豆の形をそのままに、

彩りのアクセントにしまし

た。

ワン

ポイント

！！

　秋田の枝豆はおいし
いと評判ですが、太田
地域は秋田県一の産地
なんです。昨年は 1 億
5,000 万円以上の販売
額を誇ります。

神
宮
寺
駅
が
新
し
く
な
っ
た

と
聞
い
て
い
た
の
で
、
ど

ん
な
立
派
な
駅
舎
だ
ろ
う
か
と
興

味
津
々
で
し
た
。

　
実
際
に
新
し
い
駅
舎
を
見
る
と

秋
田
新
幹
線
「
こ
ま
ち
」
が
停
車

し
て
も
お
か
し
く
な
い
く
ら
い
近

代
的
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

 

（
大
曲
地
域
）

毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま

す
ね
。

　
広
報
の
内
容
が
毎
回
盛
り
だ
く

さ
ん
で
読
む
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

 

（
大
曲
地
域
　
51
歳
女
性
）

大
仙
市
内
の
高
校
が
い
つ
か

甲
子
園
に
行
け
れ
ば
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

（
神
岡
地
域
　
17
歳
男
性
）

わ
が
家
の
娘
も
表
紙
に
な
っ

て
い
た
鹿
島
流
し
に
参
加

し
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
伝
統
行
事

が
無
事
に
終
了
し
て
、
本
当
に
よ

か
っ
た
で
す
。

 

（
大
曲
地
域
　
41
歳
女
性
）

思
い
が
け
ず
内
小
友
余
目
地

区
の
ホ
タ
ル
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
幻
想
的
で
静
か
に
、
時

を
忘
れ
る
よ
う
に
眺
め
て
い
て
も

あ
き
な
い
も
の
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
そ
こ
は
遠
い
幼
い
こ

ろ
の
記
憶
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ

る
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
あ
た
た
か
く
迎
え
て
く
れ
た
地

元
の
方
々
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
来
年
も
大
き
な
ホ

タ
ル
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
大
仙
に
も
ま
だ
知
ら
な
い
、
良

い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で

す
ね
。

　
広
報
見
聞
録
で
紹
介
さ
れ
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

 

（
中
仙
地
域
　
54
歳
女
性
）
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農
地
や
水
は
、
農
業
に
欠

か
せ
な
い
資
源
で
す
。
し
か

し
近
年
、
過
疎
化
や
高
齢
化
、

混
在
化
な
ど
が
進
み
、
そ
の

適
正
な
保
全
や
管
理
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
地
区
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向

上
対
策
」
は
、
農
業
生
産
の
基

礎
と
な
る
農
地
や
水
を
は
じ

め
、
農
村
の
環
境
や
美
し
い
景

観
を
農
業
者
だ
け
で
な
く
地
区

ぐ
る
み
で
守
り
支
え
て
い
く
活

動
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
が
始
ま
っ
て
2

年
。
農
業
者
・
非
農
業
者
が

手
を
取
り
合
い
、
市
内
の

１
２
３
組
織
が
、
農
村
環
境

向
上
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

各
地
区
の
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

市
内
１
２
３
組
織
が
取
り
組
む

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業

各地で農村環境を守る取り組みが行われています。
それぞれの地区に合った活動を行い、子どもから大人まで
交流を図りながら農村環境の保全に取り組んでいます。

各地域の

「農村環境向上活動」
を紹介

交流を図りながら、

地区の環境を整備（藤木地区）
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　今年の１月、県内の「農地・水・環境保全向

上対策」に取り組む方々を対象に、同対策に関

するアンケートを実施しました。

全県を対象に調査を実施

農地・水・環境保全
向上対策に関する
アンケート結果

やってよかった

まあまあ
やってよかった

55.0％
42.0％

やらない方が
よかった 3.0％

活動に取り組んで
良かったですか

アンケートでは、活動

に取り組んで「良かっ

た」「まあまあよかった」

が 全 体 の 97 ％ を 占 め、

各地域で活動の効果が

あったことが伺えます。

62.2 %
活動資金が増えて良かった。

45.4 %
環境活動が増え、地域の環境が良くなった

19.6 %
泥上げや草刈り場所の延長が図られた

37.4 %

泥上げや草刈等が増え、農地や農業用施設
の保全が図られる

35.6 %

泥上げや草刈等に、農家以外の人も参加し、
地域ぐるみでの活動ができるようになった

28.2 %

交流を通じて地域コミュニティーの意識が
高まり、連絡体制の基礎が確立された

活動のどのような
点 が 具 体 的 に 良
かったですか

具体的に良かった点

では、「活動資金の増」

が 63％、「地域の環

境が向上」が 45％、

「 農 地 の 保 全 」 が

37％となりました。
（アンケートは複数回答）

古代米のアートで、オリンピックに出場する日本選手を応援。

「下黒土南アグリ環境保全会活動組織」（中仙地域） 各
地
区
の
取
り
組
み

伊豆沼の整備

道路脇の花壇を整備し景観向上

農道の補修

沼の清掃

生態系を

守る取り組み
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各
地
の
取
り
組
み
を
見
学

終
了
後
に
は
意
見
交
換
会
も

　
見
学
会
に
は
、
３
８
４
人
が
参

加
し
、
２
市
１
町
の
８
組
織
が

行
っ
て
い
る
景
観
整
備
や
生
態
系

を
守
る
取
り
組
み
を
見
学
し
ま
し

た
。

　
現
地
見
学
会
終
了
後
に
は
、
仙

北
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
で

　７月13日、仙北水
み

土
ど

里
り

紀行「みんなで見学、いろんな農地・水」が行われました。

　このイベントは、大仙市、仙北市、美郷町の中の先進的な取り組みを行って

いる 8 組織を見学し、今後の参考にしてもらおうというもの。384 人が見学会

に参加しました。

　見学会の終了後には仙北ふれあい文化センターで意見交換会が行われ、研修

会場となった 8 組織の代表が活動の報告を行いました。

先進的な取り組みを見学

仙北水
み

土
ど

里
り

紀行
みんなで見学、いろんな農地・水

２
７
６
人
が
参
加
し
て
意
見
交
換

会
が
行
わ
れ
、
各
研
修
地
（
８
組

織
）
の
発
表
者
が
ス
ク
リ
ー
ン
を

使
い
、
取
り
組
み
を
説
明
。
熱
心

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
と

看
板
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

　
意
見
交
換
会
終
了
後
、
2
市
1

町
に
よ
る
交
流
会
が
行
わ
れ
、
各

組
織
の
代
表
者
が
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。

　
交
流
会
に
は
、
各
市
町
の
副
市

長
・
副
町
長
、
秋
田
県
担
当
者
が

参
加
し
、組
織
の
取
り
組
み
を
ピ
ー

ア
ー
ル
す
る
看
板
の
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

仙北市

大仙市

美郷町

田沢湖

宮林・大島水土里
保全協議会 (大仙市 )

川崎地域環境保全
向上組合 (仙北市 )

谷地川地区環境を
守る会 (仙北市 )

本堂城回資源
保全組合 (美郷町 )

湯竹資源保全組合
(美郷町 )

宿地区環境を守る会
(大仙市 )

長楽寺農村公園環境
保全守る会(大仙市)

高梨第三地区環境保
全グループ(大仙市)

８組織の
取り組みを見学

市内からは、大曲・西

仙北・中仙・仙北地域

の４組織の取り組みが

見学されました。

見学会場となった８組織の代表者が取り

組みを紹介し、意見交換を行いました。

長楽寺農村公園環境保全守る会（中仙地

域）が手入れを行っている湧水池を見学。

宮林・大島水土里保全協議会（大曲地域）

が手入れを行っている憩いの場。

高梨第三地区環境保全グループ（仙北地域）の水芭蕉群生地の保全活動。
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宿地区環境を守る会の「湧水

地を守る」取り組みを見学。

看板コンクール 優秀作品の紹介

奨励賞
東長野谷地乙
森地域環境保
全グループ

（大仙市）

優秀賞
生田地区環境
保全グループ

（仙北市）

最優秀賞
畑屋集落資源
保全活動組合

（美郷町）

　地域の取り組みをピーアールする看板

のコンクールが行われました。

　意見交換会参加者（98 組織・来賓 10 人）

による投票によって、3 市町の看板（全 85
作品）から優秀な３作品が選ばれました。

【問い合わせ】

各総合支所農林振興課

本庁農林振興課☎ 0187-63-1111 内線 242 まで

各
地
域
で
行
っ
て
い
る
「
農
村
環
境
向
上
活
動
」
は
、

地
域
の
環
境
を
見
直
し
、
交
流
を
通
じ
て
、
地
域
の

つ
な
が
り
を
強
く
す
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

身近な環境に生息

する生きもの

環境を整備（藤木地区）



Sem
boku

仙北
会場／仙北保健センター
■母子手帳交付日
日時／９月１日（月）・16
日（火）午前９時〜 11 時
30 分
■乳幼児健診

【２歳６カ月児歯科健診】
対象／ 18 年１月〜４月生
日時／９月 18 日（木）
午後１時〜１時 15 分

【３歳児健診】
対象／ 17 年４月〜６月生
日時／９月 25 日（木）
午後１時〜１時 15 分
■離乳食教室
対象／ 20 年３月・４月生
日時／９月９日（火）
午前９時 45 分〜 10 時
■乳幼児健康相談
日時／９月９日（火）
午前９時〜 11 時 30 分
■市民健康相談
日時／９月１日（月）・16
日（火）午後１時〜４時

O
ta

太田
会場／太田保健センター
■母子手帳交付日
日時／９月９日 ( 火 )・24
日（水）
午前９時〜 11 時 30 分
■乳幼児健診

【２歳６カ月児歯科健診】
対象／ 18 年１月〜３月生
日時／９月 26 日（金）
午前９時〜９時 15 分
■離乳食教室
対象／ 20 年４月・５月生
日時／９月 18 日（木）
午前９時 30 分〜９時 45 分
■乳幼児健康相談
日時／９月 25 日（木）
午前９時 30 分〜 11 時 30 分
■健康・栄養相談日
日時／９月 24 日（水）午
後１時〜４時

N
ishisem

boku

西仙北
会場／西仙北庁舎
■母子手帳交付日
日時／９月５日 ( 金 )・19
日 ( 金 ) 午前９時〜 11 時
30 分
■離乳食教室
日時／９月 25 日（木）
午前９時 45 分〜 10 時
会場／協和保健センター
■乳幼児健康相談
日時／９月９日（火）
午前９時〜 11 時 30 分
■健康相談・栄養相談
日時／９月１日（月）
午前９時〜正午

K
yow

a

協和
会場／協和保健センター
■母子手帳交付日
日時／９月 12 日 ( 金 )・26
日 ( 金 ) 午前９時〜 11 時
30 分
■乳幼児健診

【２歳６カ月児歯科健診】
対象／ 18 年１月〜４月生
日時／９月 24 日（水）
正午〜０時 15 分
■離乳食教室
対象／ 20 年３月・４月生
日時／９月 25 日（木）
午前９時 45 分〜 10 時
■乳幼児健康相談
日時／９月 24 日（水）
午前９時 30 分〜 11 時
■健康相談日
期日／９月５日（金）
会場・時間／下タ村会館・
午 前 10 時 〜 11 時 30 分、
淀川会館・午後１時 30 分
〜３時
期日／９月 11 日（木）
会場・時間／半仙会館・午
前 10 時〜 11 時 30 分、峰
吉川基幹集落センター・午
後１時 30 分〜３時
■生命の貯蓄体操
日時／９月の毎週火曜日

（23 日を除く）
午後１時 30 分〜３時
■食生活改善講習会
時間／午前 10 時〜

【協和保健センター】
日時／９月３日（水）

【淀川分館】
日時／９月５日（金）

【船岡コミュニティ共学館】
日時／９月９日（火）

【峰吉川基幹集落センター】
日時／９月 11 日（木）

N
angai

南外
会場／南外コミュニティー
センター
■母子手帳交付日
日時／９月３日 ( 水 )・17
日 ( 水 ) 午前９時〜 11 時
30 分
■乳幼児健診

【４カ月児健診】
対象／ 20 年４月・５月生
日時／９月 18 日（木）
午後０時 50 分〜１時 10 分

【７カ月児健診】
対 象 ／ 19 年 12 月・20 年
１月生
日時／９月 18 日（木）
午後０時 50 分〜１時 10 分
■離乳食教室
対象／ 19 年 10 月・11 月生
日時／９月２日（火）
午前９時 45 分〜 10 時
会場／神岡保健センター
■健康相談日
日時／９月 17 日（水）
午前９時〜 11 時 30 分

O
m
agari

大曲
会場／大曲保健センター
■母子手帳交付日
日時／毎週木曜日
午前９時〜午後４時
■ポリオ予防接種
対象／【一回目】19 年 12
月生【二回目】19 年６月生
日時／９月５日（金）
午後０時 45 分〜１時 15 分
■乳幼児健診

【４カ月児健診】
対象／ 20 年５月生
日時／９月 24 日（水）
午後０時 45 分〜１時 15 分

【７カ月児健診】
対象／ 20 年２月生
日時／９月 17 日（水）
午後０時 45 分〜１時 15 分

【１歳６カ月児健診】
対象／ 19 年２月生
日時／９月 16 日（火）
午後０時 45 分〜１時 15 分

【２歳６カ月児歯科健診】
対象／ 18 年３月生
日時／９月 29 日（月）
午後０時 45 分〜１時

【３歳児健診】
対象／ 17 年３月生
日時／９月 30 日（火）
午後０時 30 分〜１時
■乳幼児健康相談
日時／９月３日（水）
午前９時 30 分〜 11 時
■成人健康相談
日時／９月 24 日（水）
午前９時 30 分〜 11 時 30 分

※母子手帳は市内どの保健センターでも交付を受けられ

 ます。

※ポリオ集団予防接種、乳幼児健診等は、住所地以外

 での受診はできません。

※「予防接種」・「乳幼児健診」・「離乳食教室」・「各種

 検診」の時間は受け付け時間です。

  

健康
通信

health
information ９
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健康増進センター	 ☎ 0187-62-9301
健康増進センター大曲分室　　☎ 0187-62-1015

健康増進センター神岡分室　　☎ 0187-72-4606

健康増進センター西仙北分室　☎ 0187-75-0476

健康増進センター中仙分室　　☎ 0187-56-7211

健康増進センター協和分室　　☎ 018-892-2003

健康増進センター南外分室　　☎ 0187-74-3007

健康増進センター仙北分室　　☎ 0187-69-3800

健康増進センター太田分室　　☎ 0187-88-1313

平成 20 年度の健康カレンダーを希望する方は

健康増進センター各分室まで

会場／神岡保健センター
■母子手帳交付日
日時／９月３日（水）・17
日（水）
午前９時〜 11 時 30 分
■乳幼児健診

【４カ月児健診】
対象／ 20 年４月・５月生
日時／９月５日（金）
午後０時 45 分〜１時

【７カ月児健診】
対 象 ／ 19 年 12 月・20 年
１月生
日時／９月５日（金）
午後０時 45 分〜１時

【１歳６カ月児健診】
対象／ 19 年１月〜３月生
日時／９月１日（月）
午後０時 45 分〜１時

【３歳児健診】
対象／ 17 年１月〜３月生
日時／９月１日（月）
午後０時 30 分〜０時 45 分
■離乳食教室
対象／ 19 年 10 月・11 月生
日時／９月２日（火）
午前９時 45 分〜 10 時
■みんなの健康相談日
日時／９月３日（水）・17
日（水）
午前９時〜 11 時 30 分

神岡 K
am

ioka

N
akasen

中仙
会場／中仙保健センター
■母子手帳交付日
日時／９月２日 ( 火 )・16
日（火）
午前９時〜 11 時 30 分
■乳幼児健診

【７カ月児健診】
対象／ 20 年１月・２月生
日時／９月 19 日（金）
午後１時〜１時 15 分

【１歳６カ月児健診】
対象／ 19 年２月・３月生
日時／９月 18 日（木）
午後１時〜１時 15 分

【２歳６カ月児歯科健診】
対象／ 18 年２月・３月生
日時／９月 26 日（金）
午後１時〜１時 15 分
■離乳食教室
対象／ 20 年３月・４月生
日時／９月９日（火）
午前９時 45 分〜 10 時
会場／仙北保健センター
■健康相談日
日時／９月 29 日 ( 月 )
午後１時 30 分〜３時

健康増進センターから

お知らせ

※成分献血は採血終了まで１時間ほどかかるので、協力者をお待た
せしないよう予約制をとっています。予約・問い合わせは健康増進
センターまで。

期日 時間 会場

５日
（金）
全血

10:00 〜 11:20 宮腰精機（株）刈和野工業

11:40 〜 12:30 西仙北総合支所

13:30 〜 16:00 県立西仙北高等学校

９日
（火）
全血

10:00 〜 11:40 大仙警察署 

13:00 〜 14:00 秋田修英高等学校

14:20 〜 15:10 市立大曲病院

15:20 〜 16:00 特別養護老人ホーム
「こもれびの杜」

19 日
（金）
全血

10:00 〜 11:00 協和総合支所

11:30 〜 13:30 株式会社　東電化 

14:30 〜 16:00 協和病院・サングレイス

20 日
（土）
全血

10:00 〜 16:00
ふれあい献血キャンペーン
アクロス大曲

（スーパードラック大曲店前）

25 日
（木）
全血

10:00 〜 11:30 東北電力（株）大曲営業所

11:50 〜 12:40 株式会社　フルヤモールド

14:00 〜 15:00 角間川更生園

15:10 〜 16:30 特別養護老人ホーム
「サン・サルビア」

29 日
（月）
成分

10:00 〜 16:00 太田文化プラザ

献血日程９月の

早めに接種してください
二種混合定期予防接種
　二種混合（ジフテリア・破傷風）定期予防接種を
実施しています。
　二種混合は、三種混合予防接種の最後の接種です。
　予診票と医療機関等については小学校を通じて配
布していますので、まだ接種していない子どもは８
月中に接種してください。
対象／小学６年生で市内に住所がある方
期間／８月 31 日（日）まで
※医療機関には事前に連絡をしてください。

手洗いはこまめに
食中毒に注意しましょう！
　これからも暑い日が続きますので、次のことに注
意して家庭での食中毒を予防しましょう。

ポイント１　食品の購入
 新鮮な物、消費期限を確認して購入する。
ポイント２　家庭での保存
 持ち帰ったらすぐに冷蔵庫や冷凍庫で保存する。
 ※食品を詰めすぎると庫内温度が上がるので注意。

ポイント３　下準備
 手を洗う、きれいな調理器具を使う
ポイント４　調理
 手を洗う、十分に加熱する
 ※加熱調理の目安は 85℃以上で１分間以上。

ポイント５　食事
 手を洗う、室温に長く放置しない
ポイント６　残った食品
 きれいな器具容器で保存する。
 ※食べるときには再加熱する。

各種検診日程

■婦人科検診・乳がん検診（大曲地域は婦人科検診のみ）
神岡地域◆受け付け時間／午後０時 20 分〜１時

【神岡農村環境改善センター】
９月３日（水）・４日（木）・８日（月）・９日（火）

大曲地域◆受け付け時間／午後１時〜２時
【大曲交流センター】９月２
日（火）・３日（水）・10 日（水）

【内小友公民館】９月４日（木）

【大曲西根公民館】９月５日（金）
【四ツ屋公民館】９月９日（火）
【花館公民館】９月 11 日（木）

■骨粗しょう症検診
神岡地域
◆受け付け時間／午前 10 時〜 11 時、午後０時 20 分〜１時

【神岡農村環境改善センター】９月９日（火）

【藤木公民館】９月１日（月）
【角間川公民館】９月２日（火）
【大川西根公民館】９月８日（月）
【花館公民館】
９月９日（火）・10 日（水）

【内小友公民館】９月３日（水）
【保健センター】
９月４日（木）・５日（金）・
11 日（木）・12 日（金）・16
日（火）17 日（金）・18 日（木）

■胃がん検診
大曲地域◆受け付け時間／午前５時 30 分〜７時
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必ず受診  子宮がん検診

子宮頸
け い

がんの最近の話題

佐藤レデイースクリニック

佐 藤 康 美  院長

大仙市戸蒔字谷地添 106-1
☎ 0187-86-0311

Talk about Cervical cancer.

大 曲 仙 北 医 師 会

み
な
さ
ん
は
〝
が
ん
〟
が
ウ
イ
ル

ス
に
よ
っ
て
起
こ
る
と
言
わ
れ

た
ら
、
信
じ
ま
す
か
。

　
が
ん
が
起
こ
る
原
因
は
、
ま
だ
ほ
と
ん

ど
の
が
ん
で
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

子
宮
の
入
り
口
に
で
き
る
子
宮
頸
が
ん

は
、
そ
の
多
く
が
ヒ
ト
乳
頭
腫
ウ
イ
ル
ス

︵h
u
m

a
n
 p

a
p
illo

m
a
v
iru

s:H
P
V

︶
に

よ
っ
て
起
こ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。

　
ヒ
ト
乳
頭
腫
ウ
イ
ル
ス
︵
Ｈ
Ｐ
Ｖ
︶
は
、

「
い
ぼ
」
を
引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
で
す

が
、
そ
の
一
部
の
タ
イ
プ
が
子
宮
の
入
り

口
に
感
染
す
る
と
子
宮
頸
が
ん
を
引
き
起

こ
す
の
で
す
。
た
だ
し
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
感
染

し
た
ら
必
ず
が
ん
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
感
染
し
て
も
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
の
ウ
イ
ル
ス
は
消
え
て
し
ま
い

ま
す
。何

ら
か
の
理
由
で
生
き
残
っ
た
ウ

イ
ル
ス
が
子
宮
の
入
り
口
の
細

胞
を
異
形
成
と
い
う
形
が
変
化

し
た
状
態
に
し
ま
す
。
多
く
の
場
合
は
異

型
性
に
な
っ
て
も
、
そ
の
人
の
免
疫
力
に

よ
っ
て
ウ
イ
ル
ス
が
排
除
さ
れ
、
正
常
な

状
態
に
戻
り
ま
す
。
た
だ
、
ウ
イ
ル
ス
が

排
除
さ
れ
な
い
ま
ま
に
持
続
感
染
し
た
細

胞
が
平
均
10
年
く
ら
い
の
時
間
を
か
け
て

が
ん
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
日
本
で
行
わ
れ
て
い

る
子
宮
頸
部
の
細
胞
診
と
と
も
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ

の
ウ
イ
ル
ス
検
査
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、

日
本
で
は
一
部
の
自
治
体
で
試
験
的
に
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
日
本
で
は
、
ま
だ

細
胞
診
に
よ
る
検
診
が
主
体
で
、
子
宮
頸

が
ん
に
か
か
る
方
が
近
年
若
い
人
に
多
く

な
り
、
子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
が
ほ
ぼ
解
明

さ
れ
て
き
て
も
検
診
を
受
け
て

い
た
だ
か
な
い
こ
と
に
は
最
初

の
一
歩
が
始
ま
り
ま
せ
ん
。
子
宮
が
ん
検

診
は
、
子
宮
入
り
口
を
へ
ら
で
こ
す
っ
て

細
胞
を
採
る
だ
け
の
簡
単
な
検
査
で
す
。

集
団
検
診
だ
け
で
な
く
、
産
婦
人
科
に
か

か
っ
た
と
き
に
も
す
ぐ
に
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
欧
米
で
は
、
子
宮
が
ん
検
診
は
80
％
以

上
の
方
が
受
け
て
い
ま
す
が
、
日
本
の
受

診
率
は
25
％
程
度
で
す
。
産
婦
人
科
に
か

か
っ
た
と
き
に
は
、
子
宮
が
ん
検
診
も
必

ず
受
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
ウ
イ
ル
ス
で
す
か
ら
、
ワ
ク

チ
ン
の
作
成
が
可
能
で
外
国
で
は
す
で
に

臨
床
実
験
が
行
わ
れ
、
か
な
り
の
予
防
効

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
近
い
将

来
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
が
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
子
宮
頸
が
ん
に
か
か
る
方
は
か

な
り
減
少
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
医
学
の
進
歩
が
も
た
ら
し
た
、
ま
さ
に

夢
の
よ
う
な
話
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
か
。



DAISEN City Public Relations 2008.8.1635

地区名 日時 会場

大曲地域
大曲地区

９月３日（水）
午前 11 時〜

 大曲エンパイヤホテル

大曲地域
花館地区

９月 17 日（水）
午前 10 時 30 分〜

 シャインプラザ
 平安閣大曲

大曲地域
内小友地区

９月 17 日（水）
午前 11 時〜

 山の手ホテル

大曲地域
大川西根地区

９月 12 日（金）
午前 11 時〜

 山の手ホテル

大曲地域
藤木地区

９月 18 日（木）
午前 11 時〜

 角間川温泉旅館角水

大曲地域
四ツ屋地区

９月 18 日（木）
午前 11 時〜

 シャインプラザ
 平安閣大曲

大曲地域
角間川地区

９月９日（火）
午前 10 時 30 分〜

 角間川温泉旅館角水

神岡地域
９月４日（木）
午前 11 時〜

 シャインプラザ
 平安閣大曲

西仙北地域
大沢郷・強首

地区

９月４日（木）
午前 11 時〜

 ぬく森温泉ユメリア

西仙北地域
刈和野・土川

地区

９月５日（金）
午前 11 時〜

 ぬく森温泉ユメリア

中仙地域
９月 18 日（木）
午前 11 時〜

 八乙女交流センター

協和地域
荒川・峰吉川

地区

９月４日（木）
午前 10 時〜

 協和市民センター
 （和ピア）

協和地域
船岡・淀川地区

９月５日（金）
午前 10 時〜

 協和市民センター
 （和ピア）

南外地域
９月５日（金）
午前 11 時〜

 シャインプラザ
 平安閣大曲

仙北地域
９月５日（金）
午前 10 時〜

 仙北ふれあい文化
 センター

太田地域
９月９日（火）
午前 10 時 30 分〜

 太田体育館

各地域の日程

　
社
会
福
祉
法
人
大
仙
ふ
く
し
会

が
運
営
す
る
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
勤
務
す
る
看
護
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

　
願
書
兼
履
歴
書
は
大
仙
ふ
く
し

会
事
務
局
の
ほ
か
、
大
仙
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

試
験
は
作
文
お
よ
び
面
接
で
行
い

ま
す
。

 

社
会
福
祉
法
人
大
仙
ふ
く
し
会

看
護
職
員
の
募
集

◆
職
種
・
定
員
／
看
護
職
員
・
若

干
名

◆
応
募
資
格
／
看
護
師
、
准
看
護

師
資
格
取
得
者
、
ま
た
は
平
成

21
年
４
月
１
日
ま
で
に
同
資
格

を
取
得
見
込
み
の
方

◆
雇
用
条
件
／

 

勤
務
地
／
面
談
の
う
え
決
定

 

給
与
／
16
万
１
千
２
０
０
円
以

上
︵
経
験
年
数
の
換
算
あ
り
︶

※
そ
の
他
、
通
勤
手
当
等
あ
り

 

賞
与
／
年
４
・
５
カ
月
分

 

そ
の
他
／
社
会
保
険
、
厚
生
年

金
等
に
加
入

◆
申
し
込
み
方
法
／

①
大
仙
ふ
く
し
会
本
部
事
務
局
ま

た
は
、
大
仙
市
役
所
法
人
化
推

進
チ
ー
ム
に
備
え
付
け
の
願
書

兼
履
歴
書
︵
写
真
貼
付
︶

②
最
終
学
校
卒
業
︵
見
込
み
︶
証

明
書
の
写
し

③
資
格
︵
取
得
見
込
み
︶
証
明
書

の
写
し

④
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、
80
円

切
手
を
貼
っ
た
受
験
票
送
付
用

封
筒
を
大
仙
ふ
く
し
会
本
部
事

務
局
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

◆
申
込
受
付
期
限
／
９
月
５
日

︵
金
︶
※
当
日
ま
で
必
着

◆
試
験
日
／
９
月
16
日
︵
火
︶

◆
試
験
会
場
／
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
愛
幸
園
会
議
室

◆
採
用
予
定
／
21
年
４
月
１
日

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

 

社
会
福
祉
法
人
大
仙
ふ
く
し
会

本
部
事
務
局
︵
愛
幸
園
内
︶

 

☎
０
１
８
７
︵
87
︶
１
１
１
２

ま
で

 

〒
０
１
９

－

１
７
０
１

 

大
仙
市
神
宮
寺
字
本
郷
道
南
78

http://www.city.daisen.akita.jp/
site/gyousei/org_info/kenkou/
houjinka/

　参加をお待ちしています

大仙市の敬老会
　長年にわたり地域の発展に貢献してこられ

た高齢者をお祝いするため、次の日程で敬老

会を開催します。

　今年度中に 76 歳以上となられる方には案内

状を送付し、88 歳の方には長寿祝金を贈呈し

ます。（各地域で贈呈方法が違いますので、詳しく

は案内状をご確認ください）

◆対象／今年度、満 76 歳以上になる方

 ( 昭和８年４月１日以前に生まれた方 )

【問い合わせ】

 在住地域の総合支所市民課福祉担当

 大曲地域は在住地区の各公民館

 （大曲地区は社会福祉課）

 ☎ 0187-63-1111 内線 158 まで
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メ
ダ
リ
ス
ト
が
さ
っ
そ
う
と

風
を
切
る
！

第
10
回
奥
羽
太
田
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会

　
第
10
回
記
念
の
今
年
は
、
バ

ル
セ
ロ
ナ
・
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪

メ
ダ
リ
ス
ト
の
有
森
裕
子
さ
ん

が
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
で
出
場
し

ま
す
。
メ
ダ
リ
ス
ト
と
一
緒
に

風
を
切
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
コ
ー
ス
距
離
／
２
㌔
、
５
㌔
、

10
㌔

■
日
時
／
10
月
12
日
（
日
）

午
前
８
時
受
付
開
始

※
９
時
か
ら
有
森
さ
ん
の
講
演
が

ふ
れ
あ
い
交
流
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

レ
ー
ス
ス
タ
ー
ト
は
10
時
30
分
。

■
会
場
／
奥
羽
太
田
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
特
設
コ
ー
ス

（
奥
羽
山
荘
駐
車
場
発
着
）

■
参
加
費
／
小
・
中
学
生

５
０
０
円
、
高
校
生
１
５
０
０
円
、

一
般
２
０
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

■
申
込
受
付
期
限
／
９
月
16
日

（
火
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

 

奥
羽
太
田
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
実

 

行
委
員
会

 

☎
０
１
８
７
（
86
）
９
４
６
０

 

☎
０
１
８
７
（
88
）
１
１
１
９

 

ま
で

　水稲と大豆の栽培技術や品種

改良に関する研究を行っている

大仙研究拠点の一般公開を行い

ます。

　ぜひ見学にお越しください。

■日時／８月 28 日（木）

午前９時 30 分〜午後３時

■会場／東北農業研究センター

（大曲地域四ツ屋地区）

■参加費／無料

【問い合わせ】

 東北農業研究センター

 ☎ 0187-66-1221 まで

大曲

一般公開を行います
東北農業研究センター

　子どもと保護者の交流の場を

提供します。

　みんなで一緒に遊びましょう。

■対象／未就学児とその家族

■日時／９月４日（木）

午前 10 時〜

■会場／花館公民館

【問い合わせ】

 主任児童委員　佐藤久美子さん

 ☎ 0187-63-2013 まで

大曲

はなだて広場

　余目ほたるの里で採れた新鮮

な野菜や特産品を販売します。

　ぜひお越しください。

■日時／８月 23 日（土）

午前９時〜

■会場／国道 105 号　内小友余

目地内（のぼり旗が目印）

■販売品目／野菜・ほたる米・

そば・味噌・醤油など

【問い合わせ】

 余目地域活性化対策

 いきいき会議協議会

 ☎ 0187-68-2202 まで

大曲

第２回余目青空市場

　保育サポーターとしての心構

えや緊急時の対策、応急措置な

どを学びます。

　あなたの子育ての経験をいか

してみませんか？

■日時／９月 16 日（火）・17 日

（水）午前 10 時〜午後３時 30 分、

18 日（木）午前 10 時〜午後２

時 30 分

■会場／女性センター

■定員／ 30 人

■受講料／ 3,000 円（資料代・保

育サポーター補償保険２年分）

■申込受付期限／９月４日（木）

【問い合わせ・申し込み】

 女性センター

 ☎ 0187-62-1713 まで

大曲

保育サポーター養成講座

　哀調を帯びた独特の節回しに

乗り、家族を想う鹿の心情が切々

と流れる「秋田おはら節」は、

数多い民謡の中でも第一級の名

調です。

　詞（ことば）と節の絶妙な響き

合いが物語となり聴衆を魅了す

るこの唄には、今も昔も愛好者

を引きつけて離さない魅力があ

ります。ぜひ会場を訪れ、その

魅力を体感してみてください。

■日時／９月６日（土）

午前８時開場・午前９時開演

■会場／太田文化プラザ（太田庁

舎となり）

■入場券／前売り 500 円、当日

700 円

【問い合わせ】

 太田公民館

 ☎ 0187-88-1119 まで

太田

自慢ののどを競い合う
「秋田おはら節」全国大会

全国から集まる歌い手自慢の

のどをお楽しみください。
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現在工事中
（現玉川歩道橋）

新玉川橋歩道橋

上流
玉川

下流

大曲市民ゴルフ場

至大曲地域

至神岡地域

玉
川
橋

神
宮
寺

バ
イ
パ
ス

　子どもたちの送迎バスの運転

手を募集します。

　詳細はハローワークの求人情

報をご覧ください。

■雇用予定期間／８月 26 日から

21 年３月 31 日まで

■就業場所／中仙総合支所市民課
（八乙女児童クラブ）

■採用予定人数／１人

■申込受付期限／８月 22 日（金）

【問い合わせ・申し込み】

 中仙総合支所市民課

 ☎ 0187-56-2115 内線 155 まで

中仙

八乙女児童クラブ
送迎運転手募集

中仙

第１回秋嶺会回顧展

　秋嶺会会員の過去の作品を展

示します。懐かしさが感じられ

る日本画をお楽しみください。

　また、秋嶺会では会員を募集

しています。興味のある方は問

い合わせください。

■日時／８月 19 日（火）から９

月７日（日）までの午前９時〜

午後５時（月曜日は休館）

■会場／中仙市民会館（ドンパル）

【問い合わせ】

 秋嶺会　会長　木元一也さん

 ☎ 0187-55-5759 まで

中仙

コスモス映画っこ上映会

　無料の映画鑑賞会です。親子

で友達同士でお越しください。

■日時／８月 24 日（日）

はだしのゲン（千の風になってド

ラマスペシャル）

【前編】午後１時〜

【後編】午後２時 45 分〜

■会場／道の駅なかせん

　コスモス映画っこ実行委員会

は一緒に企画運営してくださる

スタッフを募集しています。興味

のある方は問い合わせください。

【問い合わせ】

 中仙観光協会

 ☎ 0187-56-2337 まで

　30 日、31 日には地域内の花だ

んを巡るお花見バスが太田中学

校から運行されます。ぜひお越

しください。

　また、プランターを出品して

くださる方も募集しています。

出品を希望される方は問い合わ

せください。

■日時／８月 30 日（土）から９

月６日（土）までの午前９時〜

午後４時

■会場／太田中学校前庭

■お花見バス運行日時／８月 30
日（土）・31 日（日）の午前 10 時、

午後２時

■プランター出品受付期限／

８月 26 日（火）

【問い合わせ・申し込み】

 太田公民館

 ☎ 0187-88-1119 まで

太田

第 16 回太田花だんフェア

協和

第７回長者森登山

　樹木とふれあいながら自然観

察と森林浴が楽しめます。当日は

地元の落合森の会が案内します。

■日時／９月７日（日）

午前９時〜※小雨決行

■コース／長者森山頂まで（登り

２時間半、下り１時間）

■集合場所／協和稲沢 落合集落

「落合林業センター」

■持参するもの／昼食、雨具

【問い合わせ】

 落合森の会　佐川眞夫さん

 ☎ 018-894-2025 まで

工事に協力をお願いします　　玉川橋歩道設置工事

　国道 13 号（大曲バイパス）玉川橋の歩道（下流側）設置工事が、

９月 12 日ごろの通行開始を目指し、進められています。

　工事中は大変危険ですので、完成までは決して立ち入らな

いようお願いします。

　なお、下流側の歩道が完成する

までは、上流側の歩道をお使いく

ださい。みなさんの協力をお願い

します。

【問い合わせ】

 湯沢河川国道事務所

 ☎ 0183-73-5519 まで

色とりどりの花が楽しめます。

大曲側

神岡側
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納期限は９月１日です
個人事業税（１期）

　銀行・郵便局・信用金庫・農

協などで忘れずに納付してくだ

さい。

　また県内の郵便局以外の金融

機関の預金口座に便利な口座振

替納税の制度があります。

　申し込みの際は「申し込みは

がき」が地域振興局県税部、ま

たは金融機関窓口にありますの

で、ご利用ください。
※９月30日までに申し込まれた方

は、２期分からの適用となります。

【問い合わせ】

 仙北地域振興局県税部

 ☎ 0187-63-5222まで

職場での悩みを相談ください
大曲総合労働相談コーナー

　秋田労働局では、労働条件や

職場でのいじめ、不当解雇など

の個別労働問題について無料で

相談に応じています。

　また、労働局長による助言・指

導や紛争調整委員会によるあっ

せんの実施により問題解決をお

手伝いしています。

◆受け付け時間／平日の午前８

時15 分～午後５時 15 分
【問い合わせ】

 大曲総合労働相談コーナー

 大曲労働基準監督署内

 ☎ 0187-63-5151まで

ひとりで悩まず相談ください
若者自立電話相談

　悩みをかかえている若者やその

家族の方からの相談に、専門の

相談員が対応します。

若者自立電話相談室

フリーダイヤル0120-340-605
◆受け付け時間／平日の午前９

時～正午、午後１時～５時 30分
【問い合わせ】

 若者自立塾支援センター

 ☎ 03-3409-1170まで

９月はこの地域です
電気設備定期調査

　東北電気保安協会大曲事業所

では、各家庭の電気設備を調査

し、結果をお知らせしています。

協力をお願いします。

◆９月の調査対象／

【西仙北地域】熊の木、山谷

【中仙地域】野田、栗沢

【問い合わせ】

 東北電気保安協会大曲事業所

 ☎ 0187-63-4940まで

子育て緊急サポートネットワーク
サポート会員講習会

　子育てをサポートしてくれる会

員の無料講習会です。

◆対象／子育てを経験し、基本

的な知識と理解がある方・研修

を受けることができる方・保健

師、看護師、保育士のいずれか

の資格を持つ方。

◆日時／９月 17 日（水）・18
日（木）・25 日（木）・26 日（金）
午前 10 時～午後４時
◆会場／仙南交流センター

◆申込受付期限／９月５日（金）

【問い合わせ・申し込み】

 あきた子育て

 緊急サポートセンター県南支部

 ☎ 0182-33-3126まで

ひとり親家庭を支援
介護員養成研修２級過程講習

◆対象／市内に居住する母子家

庭の母および寡婦、父子家庭の

父で、必ず全課程受講できる方

◆期間／【講義】９月 20 日から
11 月 16 日までの土曜・日曜日
【実習】11月17日（月）から12月
22日（月）までの平日４～５日間
◆会場／秋田県ひとり親家庭就

業・自立支援センター　他

◆定員／ 30 人
◆受講料／ 6,800 円（テキスト代）
◆申込受付期限／９月11日（木）
【問い合わせ・申し込み】

 秋田県ひとり親家庭就業・自

 立支援センター

 ☎ 018-896-1531まで
大曲地域職業訓練センター
各種講習会

【職長等安全衛生教育講習会】

対象／建設業関係者で労働者を

直接指導・監督する立場の方

日時／９月２日（火）・３日（水）

午前９時～午後５時

申込受付期限／８月 21 日（木）
【ボーリングマシン

特別教育講習会】

対象／ボーリング業の方

日時／９月９日（火）・10 日（水）
午前９時～午後５時

申込受付期限／８月 29 日（金）
◆会場／大曲地域職業訓練セン

ター

◆定員／各講習 30 人
◆受講料／各講習 8,000 円
【問い合わせ・申し込み】

 大曲地域職業訓練センター

 ☎ 0187-62-1726まで

！
振り込め詐欺にご注意ください！
　今年に入って、県内で振り込め詐欺による被害が多く確認されています。

県警察本部では「振り込め詐欺対策室」を設置し、犯罪防止を進めています。

　もし、身内を名乗り、お金を振り込むよう電話があった場合には…

○あわてず、冷静に。電話を切ってから本当に身内であるか確認をしましょう。

○すぐにお金を振り込まない。あやしいと感じた時は、家族や親戚、警察に相

 談してください。

　家族や地域で対策を呼びかけ、振り込め詐欺による被害に遭わないようご注

意ください。

【問い合わせ】大仙警察署☎ 0187-63-3355まで
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　男 43,895 人  （- 21）
　女 48,932 人  （-   5）
世帯数 30,654 世帯 （+42）

人
口
増
減

内
　
　
訳

出　生   53 人
死　亡   76 人
転　入   121 人
転　出   125 人

7/31現在

▼「伸身の新月面
が描く放物線は栄

光への架 橋だ !!」

という魂の込った実

況から４年。またナ

ショナリズムが揺り

動かされる時期が来た▼この広報
紙がみなさんのお手元に届くころに

は、結果が明らかになっていると

思うが、１００㌔超級に出場する石

井慧選手に注目したい。全日本

選手権で優勝し、初の五輪切符

を手にした 21 歳▼現代柔道は肩
越しに道着をつかむ変則的な組み

手、足をつかむなど、日本の「柔」

とは異質のものに変化。ヨーロッパ

で生まれた技もあり、「J
じ ゅ う ど う

UDO」と

して国際化。「勝つ」ことに徹し

ている感が否めず、きれいな一本

勝ちよりも、僅差の判定勝ちでも

勝ちは勝ちという、私たちが親しん

だ「柔の道」とは少々かけ離れて

いるようだ▼しかし、彼はいち早く
現代JUDOを身に付けようと挑戦。

「もっとも俊敏に変化できるものが

生き残る」というが、新しい時代

に挑戦した成果はいかに。　　　（し）

みんなでチャレンジ！
雄物川カヌーツーリング

◆対象／小学生（３年生以上）中

学生・その保護者
※子どもだけでの参加も可能です。

◆日時／９月６日（土）午後１

時～７日（日）午後１時 30 分
◆会場／保呂羽山少年自然の

家・雄物川

◆定員／先着 25 人※保護者含む
◆参加費／ 2,500 円（食事３食・
宿泊・保険代）

【問い合わせ・申し込み】

 ほろっとキッズ　高橋さん

 ☎ 0182-22-4511まで

福祉の仕事に興味がある方
参加者を募集します

【福祉の就職ミニフェア（面談会）】

対象／現在求職中の方や来春卒

業予定の学生※申し込み不要

日時／９月６日（土）午前９時

30分（受け付け開始）～午後２時
会場／横手セントラルホテル

【福祉のしごとセミナー】

対象／福祉の仕事に興味・関心

を持っている社会人・学生
※申し込み必要

日時／９月６日（土）午後０時

30 分～（受け付け開始）
会場／横手セントラルホテル

【問い合わせ・申し込み】

 福祉保健人材・研修センター

 ☎ 018-864-2880まで

大曲技術専門校の
スキルアップセミナー

【日商ＰＣ検定（データ活用）

受検対策講習】

期日／９月９日（火）・10 日（水）
【パソコン組み立て講習】

期日／９月11日（木）・12日（金）
【日商ＰＣ検定（文書作成）

受検対策講習】

期日／９月16日（火）・17日（水）
【第一種電気工事士

筆記試験準備講習】

期日／９月９日（火）・10 日
（水）・17 日（水）・18 日（木）
【Word によるお知らせ

・名簿作成講習】

期日／９月18日（木）・19日（金）
【PowerPoint による

プレゼンサポート講習】

期日／９月29日（月）・30日（火）
◆対象／現在仕事をされている方

◆時間／午前９時～午後４時

◆会場／大曲技術専門校

◆定員／各講習 10 人
◆受講料／無料（別途テキスト代）

【問い合わせ・申し込み】

 大曲技術専門校

 ☎ 0187-62-6321まで

交通安全作品募集
ファミリー作文コンクール

　テーマは　「我が家の交通安全」

です。

　交通安全について学校や家庭で

普段話していることや気をつけ

ていること、体験したことなど

を作文に書いてください。

◆応募区分／

小学生の部、中学生の部、一般・

高齢者の部

◆申込受付期限／９月10日（水）
【問い合わせ・申し込み】

 内閣府交通安全啓発担当

 ☎ 03-3581-1182まで

20 年度下期の開講
ジュニア・テニススクール

　一緒に楽しく硬式テニスをして

みませんか？

◆対象／原則として小学生

◆期日／９月６日から 11 月８
日までの毎週土曜日（10回）

◆時間／午前 10 時～正午
◆会場／大曲中央公園テニス

コート（大曲川原町）

◆受講料／１回につき 300 円
※初回のみ年間保険料として850円

【問い合わせ・申し込み】

 秋田県テニス協会県南支部

 高島さん☎090-1495-4778まで
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